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＊本誌は再生紙を使用しています

気
候
風
土
に
合
わ
せ

経
験
に
基
づ
き
築
か
れ
た
技
術

日
本
の
伝
統
的
な
酒
造
り
の
技
術
は
、
杜

氏
・
蔵く
ら

人び
と

等
が
、
こ
う
じ
菌
を
用
い
、
日
本

各
地
の
気
候
風
土
に
合
わ
せ
て
経
験
に
基
づ

き
築
き
上
げ
て
き
た
世
界
に
誇
る
酒
造
り
技

術
と
し
て
、
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
３
月
、

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
提
案
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
、
無
形

文
化
遺
産
保
護
条
約
政
府
間
委
員
会
の
評
価

機
関
よ
り
「
記
載
」
の
勧
告
が
あ
り
、
12
月

５
日
（
日
本
時
間
）
に
ア
ス
ン
シ
オ
ン
（
パ

ラ
グ
ア
イ
）
で
開
催
さ
れ
た
第
19
回
政
府
間

委
員
会
に
お
い
て
最
終
決
定
が
な
さ
れ
た
。

既
に
日
本
の
無
形
文
化
遺
産
と
し
て
は
、

「
能
楽
」
や
「
和
食
」、
２
０
２
２
年
に
加
わ
っ

た
「
風ふ

流り
ゅ
う

踊お
ど
り

」
な
ど
が
あ
り
、
今
回
「
伝
統

的
酒
造
り
」
が
新
た
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
合
計
23
件
と
な
っ
た
。
日
本
人
の
伝
統

的
な
食
文
化
と
し
て
の
「
和
食
」
に
続
き
、

「
伝
統
的
酒
造
り
」
の
登
録
に
よ
り
、
日
本

酒
や
焼
酎
、
泡
盛
な
ど
を
含
む
日
本
産
酒

類
や
日
本
の
食
文
化
の
認
知
度
の
向
上
が

ま
す
ま
す
期
待
さ
れ
る
。

ユ
ネ
ス
コ
事
務
局
へ
の
「
伝
統
的
酒
造
り
」

の
提
案
要
旨
に
は
、「
５
０
０
年
以
上
前
に

原
型
が
確
立
し
、
発
展
し
な
が
ら
受
け
継
が

れ
て
い
る
日
本
の
伝
統
的
酒
造
り
は
、
米
・

麦
な
ど
の
穀
類
を
原
料
と
す
る
バ
ラ
こ
う
じ

の
使
用
と
い
う
共
通
の
特
色
を
も
ち
な
が

ら
、
日
本
各
地
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
気
候

風
土
に
応
じ
て
発
展
し
、
受
け
継
が
れ
て
き

た
」
と
あ
る
。

「
伝
統
的
酒
造
り
」
に
関
す
る
酒
類
は
日

本
酒
、
本
格
焼
酎
・
泡
盛
、
本
み
り
ん
で
あ

る
が
、
今
回
は
主
に
日
本
酒
に
つ
い
て
紹
介

し
た
い
。

日
本
酒
の
歴
史

日
本
酒
の
原
型
と
も
い
え
る
仕
込
み
や
火

入
れ
等
の
技
術
が
開
発
さ
れ
た
の
は
15
世
紀

半
ば
か
ら
16
世
紀
で
、
主
に
近
畿
地
方
の
大

寺
院
で
、
こ
れ
ら
の
酒
は
総
称
し
て
「
僧そ
う

坊ぼ
う

酒し
ゅ
」
と
呼
ば
れ
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
。

酒
造
り
が
大
き
く
発
達
し
た
の
は
、
江
戸

時
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、い
わ
ゆ
る
「
三

段
仕
込
み
」
の
広
ま
り
、
杜
氏
制
度
か
ら
な

る
酒
造
業
の
企
業
化
、海
運
の
発
達
が
関
わ
っ

て
い
る
。
江
戸
は
酒
の
一
大
消
費
地
で
あ
り
、

江
戸
時
代
初
期
は
池
田
、
伊
丹
、
鴻
池
な
ど

が
江
戸
向
け
の
酒
の
代
表
的
な
生
産
地
で
、

製
造
条
件
か
ら
甘
口
の
酒
と
推
察
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
18
世
紀
後
半
か
ら
は
、
辛
口
の

酒
の
製
造
に
適
し
た
ミ
ネ
ラ
ル
の
多
い
宮み
や

水み
ず

を
有
す
る
灘な
だ
が
急
激
に
台
頭
し
て
き
た
。

し
か
し
、
当
時
の
日
本
酒
醸
造
は
経
験
と

勘
に
頼
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
も
ろ
み
や
酒
が

腐
る
こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ
た
た
め
、
明
治

以
降
は
、
各
地
で
日
本
酒
醸
造
の
近
代
化
が

-

視 

点-
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三
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文
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広
島
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東
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市
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の
米
農
家
と
6
酒
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タ
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オ
ー
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萩
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酒
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ラ
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収
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萩
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青い海と緑の山々に恵まれた中国地域に、地域づくりの風が吹き始めています。

自分たちの大好きなこの街を少しでも良くし、子どもたちにしっかりと手渡したい。

こんな気持ちで頑張っている人たちがいっぱいいます。

「碧い風」は、そんなまちづくり人を結びながら、自分たちのまわりにある魅力を高め、

きらめくような中国地域にしていく媒体にしていきたいと思っています。

強くはないが、楽しい風。

そんな風を、みなさんと一緒に巻き起こしたいと考えています。
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三段仕込み

もろみ造りでは、発酵タンクに蒸米と米こうじと水と酒母
を入れて仕込む。このとき、一度に全ての原料を仕込むの
ではなく、通常 3 回に分けて仕込むため、「三段仕込み」
といわれる。3 回に分けるのは、優良な酵母や酸などが薄
まりすぎて雑菌に汚染されるのを防ぐ目的がある。
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の
関
係
を
よ
り
強
固
に
す
る
た
め
の
「
固
め

の
盃
」
の
一
つ
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
儀
式
及
び
祭
礼
行
事
の
中
で
、
酒

は
特
別
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、
そ
の
役

割
は
特
に
意
識
さ
れ
る
こ
と
な
く
日
常
性
の

枠
の
中
で
希
薄
化
さ
れ
て
き
た
。

一
方
、
平
成
に
な
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
り
情
報

入
手
の
障
壁
が
低
く
な
っ
て
き
た
。
リ
ア
ル

タ
イ
ム
・
低
コ
ス
ト
の
通
信
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
可
能
と
し
、
個
人

の
活
動
範
囲
は
拡
大
し
て
い
る
。
す
る
と
、

多
く
の
人
々
が
、
歴
史
的
変
遷
や
日
常
性
の

枠
の
中
で
希
薄
化
さ
れ
て
い
た
身
近
な
事
象

に
つ
い
て
相
対
的
な
立
ち
位
置
の
認
知
が
可

能
と
な
り
、
あ
る
意
味
付
け
に
よ
る
再
構
築

育
具
合
を
観
察
し
な
が
ら
、
穀
類
表
面
の
水

分
や
生
育
温
度
を
調
節
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
う
じ
造
り
の
前
半
で
は
外
観
に
大
き
な
変

化
は
な
い
が
、
後
半
を
過
ぎ
る
と
カ
ビ
の
菌

糸
の
指
数
関
数
的
な
生
育
に
よ
り
穀
類
の
外

観
は
顕
著
に
変
わ
り
始
め
る
。
こ
の
後
半
部

分
を
制
御
す
る
た
め
に
は
、
菌
糸
の
生
育
が

目
立
た
な
い
前
半
で
の
穀
類
表
面
の
水
分
や

生
育
温
度
の
調
節
が
重
要
で
あ
り
、
難
し
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
う
じ
造
り

の
難
し
さ
を
、
技
術
の
担
い
手
の
杜
氏
・
蔵

人
た
ち
は
、
伝
統
的
に
培
わ
れ
た
手
作
業
を
、

五
感
も
用
い
た
判
断
に
基
づ
き
な
が
ら
駆
使

す
る
こ
と
で
乗
り
越
え
て
き
た
の
だ
。

こ
う
じ
を
造
る
わ
ざ
を
含
む
酒
造
り
に
つ

い
て
、
酒
造
り
の
担
い
手
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

に
よ
る
実
態
調
査
で
は
、「
い
ま
だ
に
技
術

を
体
得
し
た
と
は
、
と
て
も
言
え
な
い
」
と

述
べ
る
杜
氏
が
大
半
で
あ
り
、「
経
験
か
ら

体
得
す
る
も
の
で
、
長
い
時
間
が
か
か
る
」

と
の
意
見
が
多
数
あ
っ
た
。「
酒
造
り
は
毎

年
毎
年
が
一
年
生
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、

こ
の
言
葉
か
ら
も
杜
氏
・
蔵
人
の
酒
造
り
に

対
す
る
真
摯
で
謙
虚
な
姿
勢
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
の
背
景
に
は

多
分
に
職
人
気
質
が
関
わ
っ
て
お
り
、「
伝

統
的
酒
造
り
」
の
み
な
ら
ず
日
本
の
伝
統
的

な
食
文
化
を
支
え
る
精
神
世
界
の
一
つ
の
風

景
と
考
え
て
い
る
。

進
ん
だ
。
醸
造
試
験
所
（
現
在
の
独
立
行
政

法
人
酒
類
総
合
研
究
所
）
は
１
９
０
４
（
明

治
37
）
年
に
設
立
さ
れ
、
日
本
酒
醸
造
の
科

学
的
解
明
と
製
造
工
程
の
合
理
化
・
安
定
化

に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
安
定
し
て
酵

母
を
増
殖
で
き
る
山や
ま

卸お
ろ
し

廃
止
酒
母
や
速そ
く

醸じ
ょ
う

酒

母
の
開
発
や
、
優
れ
た
発
酵
力
を
有
し
良
質

な
日
本
酒
を
醸
す
優
良
酵
母
の
単
離
と
頒
布

が
始
ま
っ
た
。
ま
た
、
各
地
で
も
日
本
酒
醸

造
の
近
代
化
に
取
り
組
ま
れ
、
灘
と
並
ん
で

伏
見
が
台
頭
し
た
ほ
か
、
秋
田
、
広
島
、
熊

本
な
ど
も
名
醸
地
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
。

杜
氏
・
蔵
人
の
誕
生

酒
造
り
技
術
の
担
い
手
の
杜
氏
・
蔵
人
は
、

寒
造
り※

へ
の
集
中
化
が
進
ん
だ
江
戸
時
代
に

誕
生
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
冬
の
農
閑

期
に
杜
氏
の
役
割
を
担
う
者
が
蔵
人
と
な
る

若
者
等
を
束
ね
て
、
出
稼
ぎ
で
農
村
か
ら
酒

ど
こ
ろ
へ
移
動
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
酒
屋
は

労
働
力
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、
や
が
て

冬
期
に
、
こ
の
よ
う
な
酒
造
り
を
担
う
職
人

集
団
の
短
期
雇
用
が
繰
り
返
さ
れ
た
こ
と
が

杜
氏
制
度
に
つ
な
が
っ
た
。

17
世
紀
後
半
の
記
録
に
よ
る
と
、
池
田
・

伊
丹
な
ど
本
場
の
造
り
酒
屋
で
、
酒
造
り
専

門
の
職
人
（
杜
氏
・
蔵
人
）
が
雇
わ
れ
て
い

た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
が

地
方
の
造
り
酒
屋
に
招
か
れ
る
こ
と
で
、
上

方
流
の
酒
造
法
が
広
が
り
、「
杜
氏
集
団
」

が
各
地
で
形
成
さ
れ
、
次
第
に
そ
れ
ぞ
れ
の

気
候
風
土
に
合
っ
た
酒
造
り
の
流
儀
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

伝
統
的
な
杜
氏
制
度
で
は
、
所
属
す
る
製

造
元
の
枠
を
超
え
て
、
師
弟
関
係
の
中
で
技

術
伝
承
さ
れ
て
き
た
が
、
戦
後
、
季
節
雇
用

の
杜
氏
・
蔵
人
の
数
が
減
少
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
造
り
酒
屋
の
従
業
員
や
経
営
者
自
ら
が
製

造
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
よ
う
な

機
会
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
。
よ
っ
て
現
在

で
は
、
酒
類
総
合
研
究
所
や
各
地
の
公
設
試

験
研
究
機
関
、
酒
造
組
合
等
で
実
施
さ
れ
る

講
習
会
が
技
術
の
維
持
・
強
化
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。

「
伝
統
的
酒
造
り
」の
わ
ざ

酒
造
り
の
技
術
の
う
ち
、「
伝
統
的
酒
造
り
」

の
わ
ざ
と
し
て
は
、
原
料
処
理
を
す
る
わ
ざ
、

こ
う
じ
を
造
る
わ
ざ
、
発
酵
を
管
理
す
る
わ

ざ
の
三
つ
の
わ
ざ
が
あ
る
が
、
ユ
ネ
ス
コ
へ

の
提
案
要
旨
で
は
主
に
「
こ
う
じ
」
に
言
及

し
て
い
る
。
日
本
酒
造
り
で
は
昔
か
ら
「
一

麴こ
う
じ

、
二
酛も
と
、
三
造
り
」
と
言
わ
れ
、
一
番
重

要
な
の
が
こ
う
じ
造
り
、
次
が
酛
（
酒
母
）、

そ
れ
か
ら
造
り
（
醪も
ろ
み

の
仕
込
み
・
発
酵
）、
と

さ
れ
て
き
た
。

「
こ
う
じ
」
は
米
・
麦
な
ど
の
穀
類
の
周

り
が
カ
ビ
の
仲
間
の
こ
う
じ
菌
の
菌
糸
で

覆
わ
れ
た
外
観
を
有
し
て
い
る
。「
こ
う
じ
」

は
カ
ビ
の
菌
糸
を
単
に
増
殖
さ
せ
れ
ば
良
い

と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
菌
糸
が
穀
類
の
内

部
に
伸
長
す
る
こ
と
が
大
切
で
、
菌
糸
の
生

文
豪
・
三
島
由
紀
夫
氏
は
著
書
『
文
化
防

衛
論
』
で
、「
日
本
文
化
の
国
民
的
特
色
と

し
て
、
生
き
た
文
化
と
は
、
単
な
る
〈
も
の
〉

で
は
な
く
、『
行
動
及
び
行
動
様
式
』
を
も
包

含
し
た
『
一
つ
の
形
（
フ
ォ
ル
ム
）』
で
あ
り
、

『
国
民
精
神
が
透
か
し
見
ら
れ
る
一
種
透
明
な

結
晶
体
』
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。

ユ
ネ
ス
コ
へ
の
提
案
書
の
「
伝
統
的
酒
造

り
」
の
日
本
の
文
化
と
『
文
化
防
衛
論
』
の

日
本
文
化
は
、
正
確
に
は
定
義
を
同
じ
く
す

る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
世
界
の

人
々
に
日
本
酒
や
焼
酎
な
ど
の
嗜た
し
な

み
の
中
に

「
行
動
及
び
行
動
様
式
」
を
も
包
含
し
た
「
一

つ
の
形
（
フ
ォ
ル
ム
）」「
国
民
精
神
が
透
か

し
見
ら
れ
る
一
種
透
明
な
結
晶
体
」
を
感
じ

取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
う
。

「
伝
統
的
酒
造
り
」の
文
化
性

日
本
の
気
候
風
土
を
鳥ち
ょ
う

瞰か
ん

図
的
に
見
る

と
、
温
帯
モ
ン
ス
ー
ン
に
属
し
、
水
稲
の
栽

培
に
適
応
し
て
い
る
。
日
本
の
稲
作
文
化
と

豊
か
な
自
然
を
象
徴
し
て
、
古
来
よ
り
瑞
穂

の
国
と
も
表
現
さ
れ
て
き
た
。
人
々
に
崇
め

ら
れ
て
き
た
八や

百お

万よ
ろ
ず

の
神
々
も
本
来
は
水
稲

耕
作
に
密
着
し
、
社
会
で
の
信
仰
を
広
げ
、

酒
の
神
も
こ
の
範
疇
に
含
ま
れ
て
い
た
。
神

社
の
祭
り
（
祭
礼
）
は
神
を
祀
り
、
感
謝
を

捧
げ
る
た
め
の
儀
式
だ
が
、
酒
造
り
は
神
事

の
一
環
と
し
て
も
行
わ
れ
て
き
た
。
宮
中
祭

祀
の
中
で
も
重
要
な
儀
式
の
一
つ
で
あ
る
新に
い

嘗な
め
祭さ
い
で
は
、
神
前
に
特
別
な
神
酒
を
供
え
る
。

ま
た
、
結
婚
式
の
三
々
九
度
は
、
人
と
人
と

に
よ
り
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
一
つ
と
し
て

意
識
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
た
び
の

「
伝
統
的
酒
造
り
」
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
へ
の
登
録
は
、
そ
の
意
識
が
表
象
化
し

た
一
つ
の
形
と
考
え
て
い
る
。

最
近
で
は
酒
の
先
述
の
側
面
も
再
認
識
さ

れ
、
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
の

視
点
も
大
き
く
な
っ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。

新
潟
県
で
３
月
に
開
催
さ
れ
て
い
る
「
に
い

が
た
酒
の
陣
」
は
新
潟
県
酒
造
組
合
の
50
周

年
を
記
念
し
て
２
０
０
４
（
平
成
16
）
年
に
、

広
島
県
で
10
月
に
開
催
さ
れ
て
い
る
「
酒
ま

つ
り
」
は
１
９
９
０
（
平
成
2
）
年
に
、
始

ま
っ
た
。
こ
れ
ら
の
催
し
も
地
域
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
の
意
識
が
閾い
き

値ち

を
超
え

て
表
象
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
、「
伝
統
的
酒
造
り
」
の
有

す
る
文
化
の
背
景
に
は
、
酒
を
造
る
側
の
精

神
世
界
と
造
ら
れ
た
酒
を
介
し
て
形
成
さ

れ
る
精
神
世
界
が
、
表
裏
一
体
と
な
っ
て
存

在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
び
の

登
録
が
、
酒
の
商
品
と
し
て
の
魅
力
の
み
な

ら
ず
、
そ
の
文
化
性
を
多
く
の
方
々
に
再
認

識
し
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
と
な
る
と
と
も

に
、
世
界
へ
広
ま
り
、
精
神
性
に
も
理
解
が

深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

写真・図版提供／独立行政法人酒類総合研究所

まちに息づく伝統的酒造り特集

※ 寒造り…12月ごろから翌年２月ごろまでの寒い時期に行われる酒造り

1  兵庫県西宮市にある宮水発祥の地の石碑。宮水は西宮神社近くの一帯で湧出する井戸
水で、酒造りに最適な水として、古くから灘の酒の仕込み水に使用されてきた

2  こうじ造りでは、蒸米に胞子が均一につくようによく混ぜて、山のような形にお米を
集めて、保温・保湿のために包む

3  日本の国菌であるこうじ。蒸米にまかれた胞子は発芽して菌糸を伸ばし成長する。菌
糸の先端から、物質を分解する機能性たんぱく質である酵素を出す

4  こうじ造りは2日間に分けて行われる。1日目は、蒸し上がった米
を適度に冷まして麴室（こうじむろ）に入れ、床（とこ）と呼ばれる
台の上に広げて種こうじ（こうじ菌の胞子）をまく。蒸米は保温・
保湿のため布に包まれて床の上で1日目を過ごし、その間にこうじ
菌の胞子が発芽する

5  2日目になると、製麴（せいぎく）中のこうじは麴箱などの木箱に移
される。こうじ菌の菌糸が成長し、熱を発散するので温度が上が
り過ぎないようにコントロールする。こうじの温度が40～43℃に
なり、蒸米を麴室に入れてから43～45時間ほどたったらこうじが
完成する

こうじ造り

23

4

5

1

独立行政法人酒類総合研究所情報誌「お酒のはなし １」の図を基に作成

清酒の工程

玄米玄米 精米精米 上槽上槽

酒酒

ろ 過

火入れ

貯 蔵

完 成

酒粕酒粕

洗米洗米

蒸米蒸米

酒母造り酒母造り

もろみもろみ
造り造り 清

酒

こうじこうじ
造り造り
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の
酒
蔵
が
存
在
す
る
東
広
島
市

京
都
・
伏
見
、
兵
庫
・
灘
と
並
び
日
本
三
大

酒
ど
こ
ろ
に
数
え
ら
れ
る
広
島
・
西
条
。
Ｊ
Ｒ

西
条
駅
近
く
に
は
七
つ
も
の
酒
蔵
が
集
ま
り
、

黒
瀬
や
安あ

芸き

津つ

ま
で
含
め
る
と
、
東
広
島
市
全

体
で
10
の
酒
蔵
が
存
在
し
て
い
る
。

江
戸
時
代
後
期
、
西
条
は
四
日
市
宿
と
呼

ば
れ
、
京
都
か
ら
下
関
、
九
州
へ
と
至
る
西
国

街
道
の
宿
場
町
で
あ
っ
た
。
１
６
７
５
（
延
宝

３
）
年
に
は
、「
嘉か

登ど

屋や

」（
の
ち
の
白
牡
丹
酒

造
株
式
会
社
）
が
酒
造
り
を
始
め
、
１
８
７
３

（
明
治
６
）
年
に
は
代
々
醸
造
業
を
営
ん
で
い

た
木
村
家
が
「
木
村
酒
造
」（
の
ち
の
賀
茂
鶴

酒
造
株
式
会
社
）と
し
て
酒
造
り
を
開
始
し
た
。

１
８
９
４
（
明
治
27
）
年
に
山
陽
鉄
道
が
開
通

し
、
西
条
駅
が
設
け
ら
れ
る
と
、
大
量
輸
送
が

可
能
と
な
っ
た
西
条
の
酒
造
産
業
は
大
き
く
発

展
し
て
い
く
。
駅
周
辺
に
酒
蔵
が
次
々
と
生
ま

白壁にレンガ造りの煙突が立ち並ぶ西条酒蔵通りの町並み 写真提供／一般社団法人ディスカバー東広島

れ
る
と
と
も
に
、
酒
造
施
設
が
拡
大
さ
れ
、
街

道
沿
い
に
立
ち
並
ん
で
い
た
酒
蔵
の
敷
地
は
、

街
道
裏
手
に
ま
で
広
が
り
を
み
せ
て
い
っ
た
。

白
壁
の
酒
蔵
に
赤
レ
ン
ガ
の
煙
突
と
い
っ
た
景

観
は
現
在
の
西
条
酒
蔵
通
り
に
も
残
っ
て
お

り
、
20
世
紀
に
継
続
発
展
し
た
伝
統
産
業
景
観

の
代
表
と
し
て
、
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
に

は
一
般
社
団
法
人
日
本
イ
コ
モ
ス
国
内
委
員
会

に
よ
り
「
日
本
の
20
世
紀
遺
産
20
選
」
に
選

定
さ
れ
て
い
る
。

吟
醸
地
の
発
展
を
支
え
た
偉
人
た
ち

西
条
が
吟
醸
地
と
し
て
発
展
す
る
上
で
、
大

き
な
影
響
を
与
え
た
人
物
が
３
人
い
る
。

１
人
目
は
、「
吟
醸
酒
の
父
」
と
呼
ば
れ
る

三
浦
仙
三
郎
で
あ
る
。
三み

津つ

（
現
・
安
芸
津

町
三
津
）
で
生
ま
れ
た
三
浦
は
、
良
質
な
酒
を

造
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
わ
れ
て
い
た
三
津

の
軟
水
に
合
わ
せ
た
醸
造
法
を
開
発
し
、
広

島
の
酒
造
り
の
礎
を
築
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

１
９
０
７
（
明
治
40
）
年
に
開
か
れ
た
第
１
回

全
国
清
酒
品
評
会
で
、
広
島
の
酒
は
上
位
を
占

め
、
名
声
を
高
め
た
と
い
う
。

２
人
目
は
、
東
広
島
市
に
本
社
を
構
え
る
世

界
的
な
精
米
機
メ
ー
カ
ー
・
株
式
会
社
サ
タ
ケ

の
創
業
者
、
佐
竹
利り

市い
ち
で
あ
る
。
数
々
の
動
力

式
精
米
機
を
開
発
し
、
高
精
白
の
酒
米
で
仕
込

む
吟
醸
酒
の
技
術
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
。

３
人
目
は
、
広
島
県
醸
造
試
験
場
（
現
・
広

島
県
立
総
合
技
術
研
究
所
食
品
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
）
の
初
代
場
長
で
あ
る
橋
爪
陽き
よ
し

で
あ
る
。

１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年
に
設
立
さ
れ
た
同
試

験
場
の
西
条
清
酒
醸
造
場
で
の
試
験
醸
造
か
ら

多
く
の
研
究
成
果
を
上
げ
、
三
浦
仙
三
郎
の
意

志
を
受
け
継
ぎ
、
品
評
会
や
講
習
会
等
を
通
じ

て
杜
氏
の
育
成
に
も
努
め
た
。
ま
た
、
酒
造
用

原
料
米
の
品
種
改
良
に
も
力
を
入
れ
、
広
島
を

酒
米
産
地
へ
と
育
て
上
げ
た
。

酒
蔵
の
集
積
に
加
え
、
西
条
の
酒
造
り
を

技
術
面
か
ら
支
え
て
き
た
偉
人
が
い
た
か
ら
こ

そ
、
酒
造
産
業
が
大
き
く
花
開
い
た
と
い
え
る

だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
サ
タ
ケ
の
ほ
か
、
酒
類
に

関
す
る
国
の
唯
一
の
研
究
機
関
で
あ
る
独
立
行

政
法
人
酒
類
総
合
研
究
所
や
、
食
品
卸
大
手
の

食
協
株
式
会
社
の
日
本
最
大
の
精
米
工
場
な

ど
、
酒
や
米
に
関
係
す
る
研
究
機
関
や
企
業
が

立
地
し
て
い
る
こ
と
も
、
酒
ど
こ
ろ
・
西
条
の

大
き
な
特
色
と
な
っ
て
い
る
。

西
条
の
顔
と
な
る
行
事「
酒
ま
つ
り
」

酒
造
り
は
産
業
だ
け
で
な
く
、
行
事
や
文

化
と
し
て
も
地
域
に
な
じ
ん
で
い
る
。

そ
の
代
表
格
が
、
毎
年
10
月
の
「
ス
ポ
ー
ツ

の
日
」
前
の
土
曜
・
日
曜
に
催
さ
れ
る
「
酒
ま

つ
り
」
だ
。
西
条
酒
造
組
合
が
主
催
し
て
い
た

「
西
条 

酒
ま
つ
り
」
と
、
市
制
５
周
年
記
念
事

業
と
し
て
始
ま
っ
た
「
み
ん
な
の
ま
つ
り
」
を

統
合
し
、
１
９
９
０（
平
成
２
）年
か
ら
始
ま
っ

た
行
事
で
、
２
日
間
で
20
万
人
以
上
が
訪
れ
る

全
国
屈
指
の
酒
の
イ
ベ
ン
ト
だ
。
現
在
は
公
益

社
団
法
人
東
広
島
市
観
光
協
会
が
主
催
し
、
西

条
酒
造
協
会
、
青
年
会
議
所
、
商
工
会
議
所
青

年
部
、
観
光
協
会
か
ら
な
る
酒
ま
つ
り
実
行
委

員
会
が
主
管
を
務
め
て
い
る
。

会
場
は
酒
蔵
が
集
ま
る
西
条
酒
蔵
通
り
だ

け
で
な
く
、
西
条
駅
と
広
島
大
学
を
南
北
に

結
ぶ
主
要
道
路
・
ブ
ー
ル
バ
ー
ル
沿
い
や
東

広
島
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
く
ら
ら
な
ど
に
も
設

け
ら
れ
、
西
条
の
ま
ち
な
か
を
移
動
し
な
が

ら
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
の
が

特
徴
の
一
つ
だ
。

も
と
も
と
の
「
西
条 
酒
ま
つ
り
」
は
五
穀

豊
穣
に
感
謝
す
る
秋
祭
り
と
し
て
始
ま
り
、

現
在
も
神
事
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
西
条

駅
の
近
く
に
位
置
す
る
御み

建た
て

神
社
の
境
内
に

あ
る
松
尾
神
社
は
、
京
都
の
松
尾
大
社
か
ら

分
霊
を
受
け
て
建
立
さ
れ
た
神
社
で
、
こ
の

松
尾
神
社
で
神
事
を
執
り
行
い
、
神
様
の
魂

が
入
っ
た
「
大お
お

酒さ
か

林ば
や
し

」
と
呼
ば
れ
る
杉
玉
を

神
輿
で
担
い
で
ま
ち
を
練
り
歩
き
、
メ
イ
ン

会
場
に
据
え
て
か
ら
開
会
式
が
始
ま
る
。

最
大
の
目
玉
は
、
全
国
８
０
０
以
上
の
酒

蔵
の
日
本
酒
が
集
ま
り
、
時
間
内
で
あ
れ
ば
自

由
に
試
飲
が
で
き
る
チ
ケ
ッ
ト
制
の
「
酒
ひ
ろ

ば
」
だ
。「
地
元
の
日
本
酒
だ
け
で
な
く
、
全

国
の
日
本
酒
を
楽
し
め
る
の
が
酒
ま
つ
り
の
特

徴
で
す
。
今
、
国
内
で
稼
働
し
て
い
る
酒
蔵
は

１
２
０
０
ほ
ど
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち

の
７
割
近
く
の
酒
蔵
の
日
本
酒
が
試
飲
で
き
る

機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
東
広
島
市
観
光
協

会
の
専
務
理
事
、
上う
え

向む
か
い

隆
さ
ん
は
話
す
。

東
広
島
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
く
ら
ら
に
設
け

ら
れ
た
文
化
交
流
会
場
で
は
、
地
元
の
西
条
小

学
校
６
年
生
に
よ
る
オ
ペ
ラ
『
白
壁
の
街
』
が

上
演
さ
れ
る
。『
白
壁
の
街
』
は
、
１
９
８
１

（
昭
和
56
）
年
に
当
時
の
西
条
小
学
校
教
員

西条

西
条

黒瀬

黒
瀬

安芸津

安
芸
津

高屋

河内
志和

福富

豊栄

八本松

● 賀茂泉酒造
● 賀茂鶴酒造
● 亀齢酒造
● 西條鶴醸造
● 山陽鶴酒造
● 白牡丹酒造
● 福美人酒造

東広島市の10の酒蔵

● 今田酒造本店
● 柄酒造

● 金光酒造

広島県

東広島市

日本三大酒どころ・西条で紡がれる
酒造りの歴史と文化
広島県東広島市

酒蔵が集積し、約20万人が訪れる秋の「酒まつり」で有名な東広島市。
米や水、気候に恵まれ、上質な酒を醸し続けているこのまちには、
酒造りを軸とした歴史や文化が、今もなお色濃く残っている。 文／城市 奈那

まちに息づく伝統的酒造り特集

1  「酒まつり」の開始に合わせ、御建神社を出発し、神
輿で会場へと運ばれる「大酒林」

2  約20万人が訪れる「酒まつり」。西条駅近くの酒蔵
にも行列がたくさん見られる

3  西条小学校６年生によるオペラ『白壁の街』

写真提供／公益社団法人東広島市観光協会

1

2

3

10
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に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
オ
ペ
ラ
で
、
酒
造
り

に
打
ち
込
む
蔵
人
た
ち
が
米
を
蒸
し
、
麴
を

造
っ
て
仕
込
み
、
酒
が
で
き
た
ら
祭
り
で
祝

う
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
が
歌
や
合
奏
、
太
鼓

や
踊
り
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
東
広
島
市
に
は
、
広
島
大
学
以
外

に
も
広
島
国
際
大
学
、
近
畿
大
学
工
学
部
の

キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
り
、
毎
年
、
学
生
５
０
０

人
ほ
ど
が
社
会
人
と
共
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
酒
ま
つ
り
を
支
え
て
い
る
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い
な
け
れ
ば
酒
ま
つ
り
は

成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

通
じ
て
、
東
広
島
の
社
会
人
と
も
交
流
す
る

こ
と
で
、
学
生
に
地
元
の
良
さ
を
知
っ
て
も

ら
い
、
地
元
で
の
就
職
に
つ
な
げ
る
こ
と
も

狙
い
の
一
つ
で
す
」
と
上
向
さ
ん
は
語
る
。

酒
造
り
を
通
じ

日
本
の
文
化
を
再
認
識
す
る

酒
ま
つ
り
だ
け
で
な
く
、
酒
蔵
と
の
交
流
に

よ
り
、
上
質
な
酒
が
造
ら
れ
る
背
景
を
深
く
知

る
機
会
も
生
ま
れ
て
い
る
。

２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
に
始
ま
っ
た
「
東

広
島
蔵
開
き
」
は
、
市
内
の
10
の
酒
蔵
が
連
携

し
て
、
４
月
の
土
曜
日
に
各
蔵
で
新
酒
を
振
る

舞
う
イ
ベ
ン
ト
だ
。
酒
蔵
の
見
学
を
は
じ
め
、

搾
り
た
て
の
酒
を
嗜
ん
だ
り
、
杜
氏
や
蔵
人
か

ら
直
接
酒
造
り
の
話
を
聞
い
た
り
と
、
貴
重
な

体
験
が
で
き
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

「
酒
ま
つ
り
は
来
場
者
が
多
く
、
蔵
人
と
お
客

さ
ん
が
ゆ
っ
く
り
話
を
す
る
こ
と
は
な
か
な
か

難
し
い
た
め
、
蔵
開
き
は
来
訪
者
と
対
話
を
し

て
、
酒
蔵
の
フ
ァ
ン
を
つ
く
る
こ
と
に
重
き
を

置
い
て
い
ま
す
」
と
共
催
す
る
一
般
社
団
法
人

デ
ィ
ス
カ
バ
ー
東
広
島
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
緒
方
智
子
さ
ん
は
説
明
す
る
。

デ
ィ
ス
カ
バ
ー
東
広
島
は
、
２
０
２
３
年

よ
り
賀
茂
鶴
酒
造
が
運
営
を
開
始
し
た
「
酒

蔵
体
験
ツ
ア
ー
」
の
造
成
に
も
携
わ
っ
て
き

た
。
春
・
秋
・
冬
の
季
節
ご
と
に
酒
造
り
の
工

程
に
関
わ
る
人
た
ち
の
元
を
訪
れ
、
酒
造
り
を

体
験
す
る
ツ
ア
ー
で
、
春
は
水
、
秋
は
米
、
冬

は
匠
を
テ
ー
マ
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
企
画
さ
れ
て

い
る
。

春
の
ツ
ア
ー
で
は
田
植
え
の
ほ
か
、
龍
王

山
で
仕
込
み
水
の
源
泉
を
飲
み
、
仕
込
み
水

を
使
っ
た
料
理
も
味
わ
え
る
。
龍
王
山
の
源

泉
は
超
軟
水
だ
が
、
15
年
か
け
て
、
西
条
酒

蔵
通
り
の
井
戸
水
と
な
っ
て
湧
き
出
る
こ
ろ

に
は
中
硬
水
へ
と
変
化
す
る
。
参
加
者
は
そ

れ
ぞ
れ
試
飲
し
、
そ
の
変
化
を
実
際
に
感
じ

取
る
体
験
が
で
き
る
と
い
う
。
秋
に
は
、
米

の
収
穫
の
ほ
か
、
サ
タ
ケ
で
精
米
を
学
び
、

酒
類
総
合
研
究
所
で
酒
の
香
り
を
比
較
。
冬

に
は
賀
茂
鶴
酒
造
で
、
酒
母
や
も
ろ
み
の
仕

込
み
を
蔵
人
と
共
に
行
う
と
い
う
よ
う
に
、

酒
造
り
を
多
角
的
に
体
験
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
増
加
を
背
景

に
、
外
国
人
向
け
の
酒
蔵
見
学
ツ
ア
ー
も
増

え
て
い
る
。
西
條
鶴
醸
造
株
式
会
社
で
は
、

地
域
通
訳
案
内
士
の
資
格
を
持
つ
社
長
自
ら

も
英
語
で
酒
蔵
な
ど
を
ガ
イ
ド
し
て
い
る
。

「
外
国
人
客
に
向
け
た
説
明
は
、
当
然
日
本
人

客
向
け
の
説
明
と
は
異
な
り
ま
す
。
味
噌
や
醬

油
と
い
っ
た
発
酵
食
品
を
日
本
人
は
よ
く
食
べ

て
い
る
こ
と
、
神
棚
に
米
や
酒
な
ど
を
お
供
え

す
る
意
味
、
乾
杯
や
お
酒
を
注
ぎ
合
う
慣
習
な

ど
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
ツ
ア
ー
を
考
え
る

過
程
で
、
改
め
て
日
本
の
文
化
を
学
び
直
す
機

会
に
な
り
ま
し
た
」
と
緒
方
さ
ん
は
語
る
。

デ
ィ
ス
カ
バ
ー
東
広
島
で
現
在
注
力
し
て

い
る
こ
と
の
一
つ
が
、
日
本
酒
に
合
う
食
の

発
掘
だ
。
飲
食
店
を
対
象
に
し
た
酒
蔵
試
飲

会
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
。

「
時
間
は
か
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
酒
と
セ
ッ

ト
で
食
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
で
、
西
条
を
訪

れ
た
人
が
建
物
を
巡
っ
た
り
、
酒
や
食
を
味

わ
っ
た
り
と
、
ま
ち
全
体
で
さ
ら
に
楽
し
め

る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
」
と
緒
方
さ
ん
。

西
条
で
連
綿
と
続
い
て
き
た
酒
造
り
が
、

地
域
の
資
源
や
そ
の
価
値
に
気
づ
き
を
与
え
、

ま
ち
づ
く
り
の
深
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

山
口
県
北
部
に
位
置
す
る
萩
市
と
阿
武
町

は
県
内
で
も
酒
造
り
が
盛
ん
な
地
域
だ
。
こ

れ
に
は
二
つ
の
理
由
が
あ
る
。
一
つ
は
約

１
億
年
前
の
火
山
活
動
に
よ
る
花
崗
岩
質
の

大
地
が
生
み
出
す
や
わ
ら
か
な
水
と
、
対
馬

暖
流
の
影
響
を
受
け
た
中
山
間
地
の
寒
暖
差

に
よ
り
、
良
質
な
酒
米
が
育
つ
こ
と
だ
。
も

う
一
つ
は
、
長
州
藩
都
で
あ
っ
た
た
め
、
そ

の
城
下
町
に
酒
の
一
大
消
費
地
と
し
て
酒
文

化
が
醸
成
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
萩
・
阿
武
地
域
の
酒
文
化
と

ブ
ラ
ン
ド
力
促
進
の
担
い
手
が
「
萩
酒
米

み
が
き
協
同
組
合
（
以
下
、
組
合
）」
だ
。

萩
・
阿
武
産
の
日
本
酒
は
、
２
０
２
１
（
令

和
３
）
年
に
国
税
庁
が
指
定
す
る
地
域
ブ

ラ
ン
ド
保
護
制
度
「
Ｇ
Ｉ（Geographical 

Indication=

地
理
的
表
示
）」
に
酒
類
と
し

て
中
国
地
域
で
初
と
な
る
「
Ｇ
Ｉ
萩
」
の
指

定
を
受
け
る
な
ど
、
日
々
そ
の
存
在
感
を
高

め
て
い
る
。

米
農
家
と
酒
蔵
が
タ
ッ
グ
を
組
む

同
組
合
は
２
０
１
７
年
に
設
立
さ
れ
、
現

在
は
萩
・
阿
武
地
域
内
の
14
の
集
落
営
農
法

人
と
６
酒
蔵
が
組
合
員
と
な
っ
て
い
る
。
主

な
活
動
は
、
酒
米
を
磨
く
、
と
う
精※
１

工
場
の

運
営
と
萩
・
阿
武
産
の
日
本
酒
の
Ｐ
Ｒ
や
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
だ
。

設
立
の
動
き
が
生
ま
れ
た
の
は
２
０
１
４

14の米農家と6 酒蔵がタッグを組み
「オール萩・阿武」の日本酒で
ブランド力と収益力をアップ

山口県北部の酒どころ、萩・阿武地域で2017（平成29）年に設立された「萩酒米みがき協同組合」は、
地域の酒造会社と集落営農法人による全国初の協同組合だ。
稲作から磨き、醸造までの全てを域内で行う「オール萩・阿武」の日本酒を誇りに、販売はもちろん、
イベントなどによるファンとの交流も日々行いながら、ブランド力の強化を図っている。

萩酒米みがき協同組合《山口県萩市》

「萩酒米みがき協同組合」に所属する萩・阿武地域6蔵の蔵元。交流イベントで参加者が田植え・収穫した酒米を使い、
限定酒「みがき6」を2019年から毎年持ち回りで醸造するなど、連携して盛り上げている

文／村尾 悦郎

写真提供／萩酒米みがき協同組合

※1 とう精…玄米を精米して白米にすること

市内10の酒蔵が連携して開催される「東広島蔵開き」。蔵人
とじっくり話をしながら新酒を味わえる機会となっている

（写真は安芸津の株式会社今田酒造本店）

写真提供／一般社団法人ディスカバー東広島

公益社団法人東広島市観光協会
広島県東広島市西条中央7-23-35 東広島市商工会議所会館2F
一般社団法人ディスカバー東広島
広島県東広島市西条西本町28-6 サンスクエア3階
ヒガシル　https://higashihiroshima-kanko.jp/
日本酒10　https://e-sake.jp/

賀茂鶴酒造株式会社が主催する「酒蔵体験ツアー」。春は水、
秋は米、冬は匠をテーマにプログラムが企画されている。
参加後にはツアーで醸した日本酒が贈られる
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（
平
成
26
）
年
の
こ
と
だ
。
当
時
、
食
用
米
の

価
格
が
下
落
傾
向
に
あ
っ
た
た
め
、
地
域
の

米
農
家
で
は
農
家
の
収
入
減
対
策
と
し
て
萩

市
も
関
わ
り
な
が
ら
取
引
額
が
高
め
な
酒
米

（
山
田
錦
）
へ
の
生
産
転
換
の
試
み
が
な
さ
れ

て
い
た
。
一
方
、
域
内
の
酒
蔵
も
問
題
を
抱

え
て
い
た
。
毎
年
酒
米
を
仕
入
れ
る
全
農
の

シ
ス
テ
ム
で
は
山
口
県
産
で
あ
る
こ
と
し
か

分
か
ら
な
い
。
ま
た
、
と
う
精
は
県
外
の
工

場
へ
委
託
し
て
お
り
、
輸
送
コ
ス
ト
が
か
か

る
上
、
そ
の
過
程
で
他
地
域
の
米
が
混
ざ
る

可
能
性
が
あ
り
、
完
全
な
「
萩
・
阿
武
産
の

日
本
酒
」
と
は
い
え
な
い
状
態
に
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
を
解
決
す
べ
く
、
組
合
設
立
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
動
さ
せ
た
の
が
、
当
時
山

田
錦
の
栽
培
指
導
を
行
っ
て
い
た
、
県
の
普

及
員
・
中
村
明
子
さ
ん
と
萩
市
の
農
林
水
産

部
長
だ
っ
た
大
田
直な
お

志ゆ
き
さ
ん
だ
。

「
と
う
精
工
場
を
核
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
関

わ
り
の
少
な
か
っ
た
農
家
と
酒
蔵
を
結
び
つ

け
、
地
元
の
米
を
仕
入
れ
て
と
う
精
・
醸
造

す
る
、
完
全
な
『
オ
ー
ル
萩
・
阿
武
』
の
日

本
酒
を
目
指
し
ま
し
た
。
ブ
ラ
ン
ド
力
を
上

げ
、
両
者
が
儲
か
る
仕
組
み
を
つ
く
ろ
う
と

し
た
ん
で
す
」
と
語
る
大
田
さ
ん
は
、
現
在
、

組
合
の
事
務
局
長
を
務
め
る
。
組
織
を
「
協

同
組
合
」
と
し
た
の
は
、
組
織
自
体
の
利
益

追
求
は
行
わ
ず
、
組
合
員
の
発
言
権
や
収
益

が
平
等
と
な
る
こ
と
で
「
全
員
で
収
益
を
上

げ
る
」
目
的
を
共
有
す
る
た
め
だ
と
い
う
。

２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
に
山
田
錦
の

栽
培
が
本
格
化
す
る
と
、
現
在
組
合
の
代
表

理
事
を
務
め
る
山
田
和
男
さ
ん
（
農
事
組
合

法
人
む
つ
み
代
表
理
事
）
や
大
田
さ
ん
は
米

農
家
や
酒
蔵
に
組
合
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け

て
回
っ
た
。
基
本
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
収
益

ア
ッ
プ
と
な
る
内
容
だ
っ
た
た
め
大
き
な
反

発
は
な
く
、
両
者
協
力
の
下
、
設
立
に
向

け
た
本
格
的
な
協
議
が
始
ま
っ
た
。「
思
い

立
っ
た
ら
す
ぐ
動
く
」
が
モ
ッ
ト
ー
の
大
田

さ
ん
は
協
議
と
並
行
し
、
と
う
精
工
場
の
建

設
を
具
体
化
す
る
「
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事

業※
２
」
を
山
口
県
の
協
力
を
得
て
立
ち
上
げ
た
。

２
０
１
７
年
、
組
合
を
創
立
し
た
そ
の
年
に

田
植
え
・
稲
刈
り
交
流
イ
ベ
ン
ト
「
萩
阿
武

酒
米
応
援
団
」
の
開
催
な
ど
Ｐ
Ｒ
活
動
も
行

い
な
が
ら
、
翌
年
に
は
工
場
の
操
業
も
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。
さ
ら
に
ユ
ー
ザ
ー
と
酒
蔵
、

地
元
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
「
や
っ
ぱ
萩
の
地

酒
でN

ight！
」
の
第
１
回
を
、
組
合
の
イ

ベ
ン
ト
担
当
・
片
山
和
彦
さ
ん
や
、
副
理
事

長
の
岩
崎
喜
一
郎
さ
ん
（
岩
崎
酒
造
株
式
会

社
代
表
取
締
役
社
長
）
を
筆
頭
と
す
る
６
酒

蔵
の
全
面
協
力
で
開
催
し
、
盛
況
を
収
め
た
。

生
産
・
品
質
の
安
定
化
と
Ｐ
Ｒ
で

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
を
目
指
す

組
合
の
設
立
以
降
、
域
内
で
の
酒
米
生
産

に
お
い
て
は
、
毎
年
70
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
作
付

面
積
を
目
標
と
し
、
品
質
が
安
定
す
る
よ
う

に
各
集
落
営
農
法
人
へ
の
指
導
も
継
続
的
に

行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
現
在
の
萩
・

阿
武
地
域
の
山
田
錦
生
産
量
は
県
内
ト
ッ
プ

を
誇
る
。
安
定
供
給
さ
れ
る
高
品
質
の
地
元

酒
米
を
地
元
の
酒
造
会
社
が
購
入
し
、
組
合

の
と
う
精
工
場
で
米
を
磨
き
、
醸
造
す
る
。

そ
う
す
る
こ
と
で
堂
々
と
「
オ
ー
ル
萩
・
阿

武
」
の
日
本
酒
と
し
て
売
り
出
す
こ
と
が
で

き
、
ま
た
製
造
過
程
で
の
コ
ス
ト
削
減
も
あ

り
、
目
標
通
り
組
合
員
の
収
益
ア
ッ
プ
が
実

現
し
た
。
さ
ら
に
、
米
作
が
落
ち
着
く
冬
季

に
は
農
家
が
酒
造
り
を
手
伝
う
な
ど
、
組
合

員
同
士
の
交
流
や
労
働
力
の
循
環
も
生
ま
れ

て
い
る
。

Ｐ
Ｒ
活
動
は
、
組
合
員
と
消
費
者
の
交
流

機
会
を
増
や
す
こ
と
を
基
本
路
線
と
し
、
こ

こ
で
も
農
家
と
酒
蔵
が
手
を
組
ん
で
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
進
め
た
。
具
体
的
な
企
画
の

一
つ
が
、
先
述
の
「
や
っ
ぱ
萩
の
地
酒
で

N
ight！

」
だ
。
萩
市
街
地
の
た
ま
ち
商
店

街
の
振
興
会
と
市
の
協
力
で
開
催
し
て
お
り
、

商
店
街
を
会
場
に
組
合
６
蔵
の
お
酒
が
飲
み

放
題
で
、
参
加
商
店
が
出
す
メ
ニ
ュ
ー
と
一

緒
に
楽
し
め
る
。
過
去
７
回
、
毎
年
秋
に
開

催
さ
れ
て
お
り
、
地
元
は
も
ち
ろ
ん
、
県
内

外
か
ら
も
多
く
の
人
が
訪
れ
る
人
気
の
イ
ベ

ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
先
述
の
「
萩
阿
武
酒
米
応
援
団
」

を
発
展
さ
せ
た
企
画
が
２
０
１
９
（
令
和
元
）

年
か
ら
始
ま
っ
た
「
み
が
き
６
」
だ
。
イ
ベ

ン
ト
で
田
植
え
・
稲
刈
り
し
た
酒
米
で
実
際

に
日
本
酒
を
造
る
も
の
で
、
６
蔵
か
ら
毎
年

１
蔵
が
持
ち
回
り
で
担
当
し
て
醸
造
し
た
限

定
品
が
販
売
さ
れ
る
。
地
域
と
フ
ァ
ン
が
一

体
と
な
る
酒
造
り
は
好
評
だ
。

さ
ら
に
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
、「
み
が

き
６
」
の
持
ち
回
り
が
一
周
し
た
と
こ
ろ
で
、

そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
継
承
し
て
「T

hanks 

Buddy

」を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
こ
れ
は
萩・

阿
武
産
の
日
本
酒
フ
ァ
ン
を
深
掘
り
す
る
た

め
の
、い
わ
ゆ
る
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
で
、バ
デ
ィ

（
会
員
）
だ
け
の
特
典
と
し
て
「
毎
年
６
蔵

の
プ
レ
ミ
ア
ム
限
定
酒
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
を
軸

に
「
専
用
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
権
」、「
定
期

的
な
会
員
向
け
の
お
便
り
」
な
ど
が
用
意
さ

れ
て
い
る
。
参
加
者
は
若
い
層
を
中
心
に
増

え
て
い
る
と
い
う
。

他
に
も
、
萩
市
で
体
験
ツ
ア
ー
を
提
供
す

る
「
は
ぎ
ま
え
６
９
８
合
同
会
社
」
の
協
力

で
、
ガ
イ
ド
付
き
の
ツ
ア
ー
「E

-bike

で

巡
るFU

RU
SA
T
O

サ
イ
ク
リ
ン
グ
（
日

本
酒
コ
ー
ス
）」
を
行
っ
て
い
る
。
電
動
自

転
車
で
田
ん
ぼ
や
と
う
精
工
場
、
酒
蔵
を
ガ

イ
ド
と
共
に
巡
る
も
の
で
、
英
語
に
も
対
応

し
て
い
る
こ
と
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
人
気

が
高
い
と
い
う
。

「
Ｇ
Ｉ
萩
」指
定
と
今
後
の
課
題

「
生
産
・
品
質
の
安
定
化
と
Ｐ
Ｒ
に
よ
る
ブ

ラ
ン
ド
力
ア
ッ
プ
」
と
い
う
シ
ン
プ
ル
か
つ

骨
太
な
コ
ン
セ
プ
ト
で
突
き
進
む
組
合
の

活
動
が
実
を
結
び
、
萩
・
阿
武
産
の
日
本
酒

は
２
０
２
１
年
に
「
Ｇ
Ｉ
萩
」
の
指
定
を
受

け
た
。「
意
識
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

『
オ
ー
ル
萩
・
阿
武
』
の
日
本
酒
と
し
て
目

指
す
姿
は
ま
さ
に
Ｇ
Ｉ
制
度
の
基
準
と
一
致

し
て
い
ま
し
た
」
と
、
大
田
さ
ん
は
振
り
返

る
。「
Ｇ
Ｉ
萩
」
は
追
い
風
と
な
り
、
知
名

度
ア
ッ
プ
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ベ
ン
ト
や
店
頭

で
の
紹
介
で
分
か
り
や
す
い
ブ
ラ
ン
ド
力
と

し
て
も
威
力
を
発
揮
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
組
合
の
今
後
の
課
題
は
、
と
う

精
工
場
の
生
産
量
の
拡
大
だ
。
需
要
が
ピ
ー

ク
に
達
す
る
毎
年
11
〜
12
月
は
と
う
精
が

追
い
つ
か
な
い
こ
と
が
多
く
、
地
元
産
山
田

錦
の
と
う
精
実
績
を
上
げ
て
い
く
た
め
の
新

た
な
方
法
を
模
索
し
て
い
る
。
ま
た
、
近
年

の
米
不
足
に
よ
り
再
び
食
用
米
の
価
格
が
上

が
っ
て
い
る
状
況
も
あ
る
が
、
市
場
の
ニ
ー

ズ
を
注
視
し
な
が
ら
生
産
バ
ラ
ン
ス
を
保

ち
、
組
合
で
掲
げ
る
方
針
と
し
て
「
域
内
70

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
作
付
面
積
」
を
維
持
し
て
い

く
と
い
う
。

「
何
よ
り
、
地
域
の
農
家
と
酒
蔵
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
事
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

『
み
ん
な
で
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
、
み
ん
な

で
儲
け
て
い
く
』
と
い
う
意
識
で
ブ
レ
る
こ

と
な
く
続
け
て
い
き
ま
す
」
と
、
大
田
さ
ん

は
力
強
く
語
っ
た
。

萩酒米みがき協同組合
山口県萩市大字吉部下12226-1 
☎08388-6-0570
https://hagi-migaki.com/

萩酒米みがき協同組合　事務局長
大田直志さん

組合で運営管理を行う、とう精工場。酒米を磨いて
精米することから、組合名の由来にもなっている

萩酒米みがき協同組合の組合員

※2 産地パワーアップ事業…平成27年度に農業の国際競争力の強化を図る目的で国が創設した、地域農業の
高収益化に向けた取り組みを支援する事業。令和2年度に「産地生産基盤パワーアップ事業」と再編された

3  たまち商店街で毎年秋に開催される「やっぱ萩の地酒でNight!」
4  オープニングセレモニーの写真中央は萩市の田中文夫市長、左は萩酒米みが

き協同組合の山田和男代表理事、右は同組合の岩崎喜一郎副理事長
5  6  7  6蔵のプレミアム限定酒セットを購入すると、「Thanks Buddy」会員

として酒蔵見学や酒米の田植え・稲刈りなど交流イベントに参加できる
8  ガイド付きツアー「FURUSATOサイクリング」で酒蔵を巡る外国人旅行客

写真提供／
1〜4・7・8  萩酒米みがき協同組合
5・6  株式会社ヨシダキカク

2

3

5

7

4

6

8

1

まちに息づく伝統的酒造り特集

● 酒米の品質向上・安定生産・流通確保
● 生産からとう精、醸造までを一元管理

メリット メリット

● 酒米販売による
安 定 し た 収 入
確保

● 就農希望者の
  雇用

● とう精コスト
の低減

● 安定した品質
を確保

● 生産地の保証

生産基準の下生産基準の下
酒米の品質を酒米の品質を
徹底管理徹底管理

農閑期の農閑期の
労働力労働力

● とう精工場の
  運営管理
● 他の事業を
  計画、実施
● 萩・阿武産の
  地酒のPR

萩・阿武産の日本酒のブランド力を強化する
萩酒米みがき協同組合による事業の仕組み

酒造会社の酒造会社の
依頼に応じた依頼に応じた
精米を供給精米を供給

酒米とう精酒米とう精
を委託を委託

必要量と必要量と
磨き具合磨き具合

集落営農法人集落営農法人 酒造会社酒造会社
萩酒米みがき萩酒米みがき
協同組合協同組合

集落営農法人と集落営農法人と
酒造会社が共同出資酒造会社が共同出資
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神々が集まり酒を楽しんだ
「佐香」の地を訪ねて――

「
佐さ

香か

の
河
内
に
百も
も

八や

十そ

神か
み

等
集
い
坐
し
て
、

御み
く
り
や厨
立
て
給
い
て
、
酒
を
醸
さ
せ
給
い
き
。

即
ち
百も
も

八や

十そ

日か

喜さ
け
み
づ讌
き
て
解あ
ら
け散
坐ま

し
き
」

１
３
０
０
年
以
上
前
の
奈
良
時
代
に
編へ
ん

纂さ
ん

さ
れ
た
『
出
雲
国
風
土
記
』
の
一
文
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
佐
香
の
川
沿
い
に
た
く
さ

ん
の
神
様
が
集
ま
っ
て
建
物
を
建
て
て
お
酒

を
醸
造
し
、
何
日
も
酒
宴
を
続
け
た
後
に
解

散
さ
れ
た
、
と
さ
れ
る
。

そ
の
「
佐
香
」
の
地
は
、
現
在
の
島
根
県

出
雲
市
小
境
町
に
あ
た
る
。「
佐
香
」
が
「
古

佐
香
井・古
酒
井・濃
酒
井
」と
転て
ん

訛か

し
て「
小

境
」
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
小

境
町
に
は
、
酒
造
り
の
神
様
で
あ
る
久く
す
の
か
み

斯
神

が
祀
ら
れ
た
佐
香
神
社
が
鎮
座
し
、
多
く
の

醸
造
関
係
者
の
信
仰
を
集
め
て
い
る
。

古
く
か
ら
大
切
に
さ
れ
て
き
た

日
本
酒
の
存
在

松
江
し
ん
じ
湖
温
泉
駅
〜
出
雲
大
社
前

駅
間
を
結
ぶ
一い
ち

畑ば
た

電
車
の
一
畑
口
駅
に
降

り
立
つ
。
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
が
漂
う
無
人

駅
だ
。
そ
こ
か
ら
徒
歩
約
10
分
。
佐
香
神

社
に
は
鳥
居
が
二
つ
あ
る
。
最
初
の
鳥
居
に

は
「
松
尾
神
社
」
と
記
さ
れ
、
そ
の
奥
の
鳥

居
に
は
「
佐
香
神
社
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

９
２
７
（
延
長
５
）
年
に
編
纂
さ
れ
た
『
延え
ん

喜ぎ

式し
き

』
の
神じ
ん

名み
ょ
う
ち
ょ
う帳
に※
１

は
「
佐
香
神
社
」
と
あ

り
、
１
６
６
８
（
寛
文
８
）
年
に
奉
納
さ
れ

た
棟
札
に
は
「
松
尾
大
明
神
」
と
記
さ
れ
て

い
る
そ
う
だ
。
酒
造
り
の
神
様
と
い
え
ば
、

京
都
の
松
尾
大
社
が
知
ら
れ
て
お
り
、「
松

尾
」
を
社
名
に
し
た
神
社
は
全
国
各
地
に
あ

る
。
佐
香
神
社
の
歴
史
の
中
で
、
松
尾
神
社

と
い
う
別
名
が
加
わ
っ
た
と
伝
わ
る
。

二
つ
の
鳥
居
を
く
ぐ
り
、
少
し
急
な
石
段

を
上
り
き
る
と
、
す
ぐ
目
の
前
に
拝
殿
が
あ

る
。
そ
の
手
前
の
手
水
舎
の
水
口
は
、
酒
樽

の
形
を
し
て
い
る
。
本
殿
は
風
格
の
あ
る
大

社
造
り
だ
。
永
き
歴
史
が
受
け
継
が
れ
て
き

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

主
祭
神
の
久
斯
神
は
、
酒
造
の
神
で
あ
る

と
と
も
に
薬
師
の
神
で
も
あ
る
。「
酒
は
百
薬

の
長
」
と
い
わ
れ
る
が
、
古
来
、
お
酒
は
薬

の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

古
代
の
神
々
、
人
々
は
ど
ん
な
酒
器
で
お

酒
を
飲
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
と
調
べ
た
こ
と

が
あ
る
。
古
墳
時
代
か
ら
弥
生
時
代
後
期
の

出
雲
地
方
の
古
墳
か
ら
は
、
平ひ
ら

盃は
い

の
よ
う
な

形
の
土
器
が
多
数
出
土
し
て
い
る
。
専
門
家

に
よ
る
と
「
当
時
は
薬
草
の
お
茶
も
つ
く
ら

れ
て
い
た
の
で
、
必
ず
し
も
酒
器
と
は
断
定

で
き
な
い
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
薬
草
の

酒造りの神様である久斯神が祀られた佐香神社。無垢の杉材でできた本殿（左）は、日本最古の
神社本殿様式といわれる大社造り。本殿の前には拝殿（右）が立つ

お
茶
も
お
酒
も
、
特
別
な
も
の
と
し
て
大
切

に
扱
わ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
小
さ
な
平

盃
で
少
し
ず
つ
ゆ
っ
く
り
と
…
…
。
そ
ん
な

姿
を
想
像
す
る
。

と
り
わ
け
、
日
本
酒
は
特
別
な
存
在
だ
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
で
も
日
本
酒
は
神

聖
な
も
の
と
し
て
神
前
に
お
供
え
す
る
。
そ
の

御お

神み

酒き

の
御
下
が
り
を
頂
く
こ
と
で
、
神
様
と

つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
き
た
。
祭

事
が
終
わ
っ
て
か
ら
御
神
酒
を
頂
く
宴
会
を

「
直な
お
ら
い会
」
と
い
う
が
、
出
雲
地
方
の
人
々
は
普

段
の
宴
会
の
こ
と
も
「
直
会
」
と
呼
ぶ
。

日
本
酒
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
る

島
根
県

歴
史
書
『
日
本
書
紀
』『
古
事
記
』
の
出

雲
神
話
に
は
、
素す
さ
の
お
の
み
こ
と

盞
鳴
尊
が
八や
ま
た
の
お
ろ
ち

岐
大
蛇
の
退

治
に
使
っ
た
酒
、「
八や

塩し
お
り折
之の

酒さ
け

」
が
登
場

す
る
。
醸
造
を
８
回
繰
り
返
し
て
造
っ
た
、

ア
ル
コ
ー
ル
度
数
の
高
い
強
い
酒
で
あ
る
。

解
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、
先

述
の
『
出
雲
国
風
土
記
』
の
記
載
も
併
せ
て

考
え
る
と
、
少
な
く
と
も
１
３
０
０
年
以
上

前
か
ら
こ
の
地
域
で
米
を
原
料
に
し
た
酒
造

り
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

そ
れ
故
に
、
島
根
県
は
「
日
本
酒
発
祥
の
地
」

と
い
わ
れ
て
い
る
。

神
社
の
向
か
い
に
は
水
田
が
広
が
り
、
南

に
は
汽
水
湖※
２

で
あ
る
宍し
ん

道じ

湖
、
北
に
は
日
本

海
が
広
が
る
。
お
い
し
い
濁ど
ぶ

酒ろ
く

と
、
肴
と
な

る
豊
富
な
魚
介
類
に
恵
ま
れ
た
地
に
、
神
々

の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
人
が
集
い
宴
会
を
し

た
こ
と
だ
ろ
う
。

新
酒
醸
造
の
安
全
を
祈
願
す
る

「
ど
ぶ
ろ
く
祭
」

神
々
が
佐
香
の
地
で
楽
し
ま
れ
た
お
酒
を
彷

彿
と
さ
せ
る
濁
酒
を
頂
け
る
日
が
、
今
も
年
に

一
度
、
10
月
13
日
に
あ
る
。
佐
香
神
社
の
大

祭
、
通
称
「
ど
ぶ
ろ
く
祭
」
で
あ
る
。
佐
香
神

社
周
辺
の
水
と
新
米
で
醸
さ
れ
た
濁
酒
が
奉
納

さ
れ
、
そ
の
年
の
酒
造
り
の
安
全
を
祈
願
す
る

醸
造
安
全
祈
願
祭
が
執
り
行
わ
れ
る
。

日
本
酒
の
ほ
か
、
味
噌
、
醬
油
な
ど
多
く

の
醸
造
関
係
者
が
県
内
外
か
ら
参
列
す
る
。

醸
造
安
全
祈
願
祭
に
続
き
、
氏
子
祭
が
執
り

行
わ
れ
、
一
般
参
拝
者
に
も
御
神
酒
と
し
て

濁
酒
が
振
る
舞
わ
れ
る
。
シ
ー
ト
が
敷
か
れ

た
境
内
で
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
に
酒
の
肴
を
持
ち

寄
っ
て
出
雲
神
楽
の
上
演
を
観
覧
し
な
が
ら

御
神
酒
を
楽
し
む
。
白
濁
し
た
御
神
酒
は
辛

口
で
し
っ
か
り
と
し
た
味
わ
い
だ
。
年
に

よ
っ
て
お
米
の
溶
け
具
合
で
若
干
味
わ
い
が

異
な
る
が
、
そ
れ
も
ま
た
、
そ
の
年
ご
と
の

楽
し
み
で
あ
る
。
お
米
の
溶
け
具
合
を
、
こ

れ
か
ら
始
ま
る
新
酒
の
仕
込
み
の
参
考
に
す

る
酒
造
関
係
者
も
い
る
。

お
米
の
収
穫
を
神
様
に
感
謝
し
、
そ
の
新

米
で
醸
し
た
濁
酒
を
捧
げ
る
佐
香
神
社
の
大

祭
。
境
内
を
月
が
照
ら
す
頃
、
出
雲
神
話
を

も
と
に
し
た
八
岐
大
蛇
伝
説
の
奉
納
神
楽
の

演
目
が
始
ま
る
と
、
集
ま
っ
た
人
々
か
ら
は

大
き
な
拍
手
と
歓
声
が
湧
き
、
よ
り
に
ぎ
や

か
さ
を
増
す
。

御
神
酒
で
神
々
と
つ
な
が
り
、
人
々
が
つ

な
が
る
。
老
い
も
若
き
も
、
境
内
に
集
う
人

た
ち
の
心
が
一
つ
に
な
り
、
満
た
さ
れ
る
。

お
酒
の
意
義
が
深
く
感
じ
ら
れ
る
こ
の
祭
り

は
、
今
後
も
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

御神酒として振る舞われた濁酒は
もろみが濾過されていないため米
の粒がそのまま残っている

佐香神社の手水舎の水口は酒樽の形を
している

境内で神楽を観覧しながら持ち寄った肴で御神酒を楽し
む人 （々中央が筆者）

目の前に水田が広がる中、「松尾神社」「佐香神社」と書かれた二つの鳥居をくぐって階段を上り
きると目の前に拝殿が現れる

フリーアナウンサー   石原 美和 〈いしはら・みわ〉
山陰中央テレビジョン放送アナウンサーを経てフリーに。地酒応援で地域に貢献したいという思いから日本酒サービス研究会
 （ＳＳＩ）認定「唎酒（ききざけ）師」を取得し『しまね酒楽探訪』『とっとり酒楽探訪』（共に今井出版）を出版。ライターとしても活動中。

※1 延喜式神名帳…
平安時代の法制書『延喜式』
の巻九と巻十に紹介されて
いる、当時の全国の神社一
覧

※2 汽水湖…
淡水と海水の混じり合った
湖沼

出雲市小境町

まちに息づく伝統的酒造り特集

10月13日の大祭では、醸造安全祈願祭に続き氏子祭が執り行
われ、夕刻からは伊野神楽保存会による神楽の奉納が始まる。
写真は、日本酒を使って八岐大蛇を退治する演目「八戸（やと）」
の一幕

写真・文
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家
業
を
事
業
に
発
展
さ
せ
た

両
親
の
奮
闘
を
見
て
育
つ

周
南
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
で
知
ら
れ
る
山
口
県

周
南
市
。
工
業
地
帯
に
も
程
近
い
久
米
の
地

に
、
ト
ラ
ッ
ク
の
出
入
り
が
絶
え
な
い
一
画

が
あ
る
。
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
の
中
国
特
殊

株
式
会
社
、
株
式
会
社
吉
本
興
業
な
ど
が
並

ぶ
道
の
先
に
立
つ
モ
ダ
ン
な
白
い
建
物
が
、

そ
れ
ら
中
特
グ
ル
ー
プ
各
社
を
統
括
す
る
株

式
会
社
中
特
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
本
社
屋

だ
。
植
栽
に
囲
ま
れ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
進
む

と
開
放
的
な
空
間
に
迎
え
ら
れ
る
。

同
社
の
社
長
、
６
社
か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ

の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
務
め
る
橋
本
ふ
く
み
さ
ん
は
、

三
人
兄
妹
の
長
女
と
し
て
徳
山
市
（
現
・
周

南
市
）
に
生
ま
れ
、
父
・
吉
本
文
男
氏
が

１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
に
汲
み
取
り
業

か
ら
始
め
た
家
業
の
発
展
を
目
の
当
た
り

に
し
て
育
っ
た
。
父
の
下
で
働
く
人
た
ち

と
日
々
の
食
事
も
共
に
し
て
い
た
と
い
う
。

１
９
６
６
（
昭
和
41
）
年
に
父
は
一
般
廃
棄

物
、
汚
水
、
浄
化
槽
な
ど
を
扱
う
徳
山
清
掃

株
式
会
社
（
現
・
中
国
特
殊
）
を
、
母
は
家

庭
ゴ
ミ
を
扱
う
徳
山
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
現
・

吉
本
興
業
）
を
設
立
し
、
そ
れ
ぞ
れ
代
表
に

 prof i le

橋本 ふくみ 〈はしもと・ふくみ〉
1965年生まれ。山口県徳山市（現・周南市）出身。徳山北高等学校か
ら神戸学院女子短期大学文芸科に進学。卒業後21歳で損害保険代理店
を開業した後、父親が経営する中国特殊株式会社に入社。父親の没後、
2007年に同社代表取締役に就任。2012年に株式会社中特ホールディ
ングスを設立、代表取締役となる。2015年に株式会社リライフ代表取
締役に就任。2016年山口県女性活躍推進知事表彰「女性のチャレンジ
賞」受賞、2024年に内閣府男女共同参画局より「女性のチャレンジ賞
特別部門賞『気候変動問題等の環境問題におけるチャレンジ』」を受賞。
2016年から一般社団法人山口県産業廃棄物協会副会長を務めている。

文／村上 郁子　　写真撮影／渡辺 久徳

就
い
た
。

地
元
の
高
校
か
ら
神
戸
の
短
期
大
学
の
文

芸
科
に
進
学
し
た
橋
本
さ
ん
は
、
当
時
は
事

業
に
無
関
心
で
、
卒
業
後
は
ツ
ア
ー
コ
ン
ダ

ク
タ
ー
を
目
指
し
、
旅
行
会
社
へ
の
就
職
も

内
定
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
先
方
の
都
合
で

入
社
が
果
た
せ
ず
、
保
険
代
理
業
の
研
修
を

受
け
て
21
歳
の
時
に
地
元
で
保
険
代
理
店
を

開
業
し
た
。
や
が
て
兼
業
で
父
の
会
社
の
経

理
を
手
伝
い
始
め
る
と
、
気
に
な
る
こ
と
が

増
え
て
き
た
た
め
、
保
険
代
理
店
を
畳
み
、

１
９
８
７
（
昭
和
62
）
年
に
中
国
特
殊
に
入

社
し
た
。

母
か
ら
後
継
者
に
指
名
さ
れ

半
年
悩
ん
で
経
営
者
に

入
社
後
、
産
業
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
行

う
有
限
会
社
中
特
工
事
（
現
・
株
式
会
社
リ
ラ

イ
フ
）
が
設
立
さ
れ
、
ま
た
M
&
A
に
よ
り

株
式
会
社
藤
井
興
業
が
グ
ル
ー
プ
会
社
に
加
わ

り
、
事
業
は
ま
す
ま
す
拡
大
し
て
い
っ
た
。
橋

本
さ
ん
は
、
生
後
２
カ
月
の
わ
が
子
を
か
ご
に

寝
か
せ
て
子
連
れ
で
出
社
し
た
時
期
も
あ
っ

た
と
い
う
。
そ
う
し
た
中
で
、
１
９
９
９
（
平

成
11
）
年
に
父
・
吉
本
文
男
社
長
が
他
界
。
数

年
後
、
橋
本
さ
ん
は
母
・
吉
本
英
子
会
長
か
ら

「
あ
な
た
が
や
り
な
さ
い
」
と
後
継
者
に
指
名

さ
れ
た
。

「
自
ら
ト
ラ
ッ
ク
や
重
機
も
操
作
し
て
い
た
母

に
は
『
女
性
な
の
に
』
と
い
う
意
識
は
毛
頭
な

く
、
娘
の
私
に
対
し
て
も
同
様
で
し
た
」
と

橋
本
さ
ん
。
そ
の
語
り
口
か
ら
は
、
長
年
現

場
で
働
き
、
会
長
と
し
て
グ
ル
ー
プ
を
率
い
、

２
０
０
２
（
平
成
14
）
年
に
は
環
境
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
国
際
規
格
で
あ

るISO
14001

の
取
得
へ
と
導
い
た
母
へ
の
敬

意
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

と
は
い
え
、
企
業
経
営
は
橋
本
さ
ん
に
と
っ

て
未
知
の
世
界
。
半
年
間
悩
ん
だ
末
に
「
私

が
や
る
し
か
な
い
」
と
２
０
０
７
（
平
成
19
）

年
に
中
国
特
殊
の
代
表
取
締
役
に
就
任
し
た
。

先
輩
経
営
者
を
師
匠
と
仰
ぎ

意
識
改
革
で
新
し
い
社
風
を
確
立

就
任
後
は
、
経
営
に
関
す
る
本
を
読
み
漁
る

一
方
で
、
母
の
友
人
の
先
輩
経
営
者
に
相
談
を

重
ね
た
。
橋
本
さ
ん
の
悩
み
は
、
経
営
の
素
人

で
あ
る
こ
と
に
加
え
「
初
代
を
超
え
て
当
然
」

と
い
う
２
代
目
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
あ
っ
た
。

　

同
様
の
経
験
を
持
つ
そ
の
先
輩
経
営
者
か
ら
は

多
く
の
指
針
を
与
え
ら
れ
た
と
い
い
、「
間
違

い
な
く
私
の
師
匠
と
い
う
存
在
で
す
」
と
言
い

切
る
。
特
に
「
秘
訣
を
知
り
た
い
」
と
切
望
し

た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
３
Ｋ
仕
事
に
も
社
員
が
生

き
生
き
と
取
り
組
む
社
風
の
築
き
方
だ
っ
た
。

「
社
員
が
誇
り
を
持
っ
て
働
く
企
業
」
が
橋
本

さ
ん
の
理
想
だ
っ
た
か
ら
だ
。

２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
に
グ
ル
ー
プ
各

社
の
経
理
や
営
業
、
広
報
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
担
う
中
特
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
を
設
立
し
、

代
表
取
締
役
に
就
任
し
た
。
先
輩
経
営
者
の
指

針
を
参
考
に
、
橋
本
さ
ん
は
ま
ず
「
私
た
ち
は
、

生
活
環
境
革
命
で
人
々
を
幸
せ
に
し
ま
す
」
と

い
う
企
業
理
念
を
定
め
た
。
そ
こ
に
は
、
廃
棄

物
の
収
集
運
搬
の
み
な
ら
ず
、
リ
サ
イ
ク
ル
や

環
境
保
全
に
も
努
め
、
地
域
に
貢
献
す
る
と
い

う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
だ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

の
概
念
が
社
会
に
広
ま
る
前
だ
っ
た
が
、
同
社

は
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
と
同
様
の
目
標
を
設
立
時
か
ら
目

指
し
て
き
た
。
朝
礼
で
企
業
理
念
を
唱
和
し
て

社
員
の
意
識
改
革
を
進
め
、
橋
本
さ
ん
は
新
た

な
社
風
を
確
立
し
て
い
っ
た
。

ま
た
、
経
営
者
と
し
て
常
に
ア
ン
テ
ナ
を

張
り
、
気
に
な
る
話
題
が
あ
っ
た
ら
掘
り
下
げ

て
事
業
化
さ
せ
て
い
っ
た
。
そ
の
代
表
例
が
ダ

チ
ョ
ウ
の
飼
育
に
よ
る
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
だ
。

水
分
が
多
く
焼
却
に
多
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

要
す
る
野
菜
く
ず
を
回
収
し
て
ダ
チ
ョ
ウ
の

エ
サ
に
す
る
こ
と
で
、
C
O
２
排
出
抑
制
に
貢

献
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
卵
か
ら
新
製
品
を
開

発
す
る
。
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
事
業
は
関
心
を
集

め
、
ダ
チ
ョ
ウ
を
飼
育
す
る
プ
ラ
ン
ト
へ
の
見

学
者
が
激
増
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
へ
の
露
出
も
相

次
ぎ
、「
廃
棄
物
や
弊
社
へ
の
関
心
を
高
め
て

く
れ
て
い
ま
す
」
と
橋
本
さ
ん
は
語
る
。

地域に生きる
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株式会社中特ホールディングス　代表取締役

橋本 ふくみ
（山口県周南市）

　

廃棄物を扱う静脈産業に
新たな視点でイノベーションを生み、
ユニークな新事業を創出、
地域活性化をリードする1  中特グループのロゴとスローガン「まちと未来をキレイにする仕事。」

が掲示されたパッカー車（ゴミ収集車）。一般廃棄物収集運搬は、
1966年に創業した時からの事業で、時代の流れとともに下水道の維
持管理、産業廃棄物の収集運搬・中間処理業、建設業などへと多角
化が進んだ

2  下松リサイクル工場で飼育するダチョウに細かく刻んだ野菜をあげ
る給餌体験は産業観光ツアーでも人気のプログラム。クイズ形式で
食品ロス問題を考える学びの場にもなっている

3  遺品整理や各種片付けを事業とする株式会社ポータルハートサービ
ス。現場責任者は遺品整理士や整理収納アドバイザー、終活カウン
セラーなどの資格を持ち、遺品整理で悩み事を抱える依頼者に対し、
細やかなサービスを提供する

4  英語でプログラミングを学ぶスクール「ROBBO」の国内３番目の教
室を周南市で運営。日本、グアム、バングラデシュ出身の先生が在
籍している。プログラミングだけでなく、電子回路や3Dモデリング、
独自のロボットを使用したレッスンも展開する

1

2

3

4

写真提供／株式会社中特ホールディングス



キラリ、
輝く元気企業

17 16114／2025.11

一
人
の
社
員
の
熱
意
か
ら

看
板
商
品「
ゆ
か
り
」が
誕
生

日
本
の
主
食
で
あ
る
米
に
、
彩
り
や
栄

養
を
添
え
る
「
ふ
り
か
け
」。
１
０
０
０
種

類
以
上
あ
る
と
い
わ
れ
る
中
で
、
半
世
紀
を

超
え
て
親
し
ま
れ
て
い
る
定
番
商
品
の
一
つ

が
、
三
島
食
品
株
式
会
社
の
「
ゆ
か
り
」
だ
。

同
社
の
歴
史
は
、
故
・
三
島
哲
男
氏
が

１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年
に
創
業
し
た
三
島

商
店
か
ら
始
ま
っ
た
。
当
初
は
唐
辛
子
の
ほ

か
、
四
国
の
昆
布
を
広
島
の
佃
煮
店
に
販
売

す
る
業
務
で
利
益
を
得
た
が
、「
良
い
も
の

を
つ
く
っ
て
売
り
た
い
」
と
考
え
た
哲
男
氏

は
、
創
業
３
年
目
か
ら
ふ
り
か
け
ブ
ラ
ン
ド

の
商
標
を
持
つ
商
店
と
共
同
で
ふ
り
か
け
の

製
造
を
始
め
る
。
そ
の
後
、
袂た
も
と

を
分
か
ち
苦

戦
を
強
い
ら
れ
て
い
た
際
に
ふ
り
か
け
の
量

り
売
り
を
思
い
つ
い
た
。
缶
売
り
が
一
般
的

だ
っ
た
当
時
は
、
中
身
よ
り
も
缶
の
方
が
高

価
で
、
し
か
も
ふ
り
か
け
自
体
も
湿
り
や
す

い
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
が
、
使
う

分
だ
け
少
量
を
簡
易
袋
で
安
く
買
え
る
量
り

売
り
ス
タ
イ
ル
は
、
す
ぐ
に
人
気
と
な
っ
た
。

事
業
が
軌
道
に
乗
り
、
１
９
５
３
（
昭
和

28
）
年
に
法
人
化
、
１
９
６
１
（
昭
和
36
）

年
に
「
三
島
食
品
株
式
会
社
」
に
社
名
変
更

し
、
ふ
り
か
け
メ
ー
カ
ー
と
し
て
成
長
し
て

い
く
。

赤
し
そ
を
原
料
と
す
る
看
板
商
品
の「
ゆ

か
り
」
誕
生
の
き
っ
か
け
は
、
名
古
屋
営

業
所
の
一
人
の
営
業
員
の
声
だ
っ
た
。
東

海
地
方
で
梅
干
し
を
漬
け
た
後
の
赤
し
そ

を
細
か
く
刻
ん
だ
漬
物
が
よ
く
売
れ
て
い

る
こ
と
に
目
を
つ
け
、
商
品
化
を
提
案
。

哲
男
氏
は
「
う
ち
は
漬
物
店
で
は
な
い
」

と
耳
を
貸
さ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
社
員
は

諦
め
ず
、
広
島
の
本
社
に
や
っ
て
来
た
際

や
日
報
の
ほ
か
、
社
長
宅
に
電
話
を
か
け

て
直
談
判
す
る
な
ど
１
年
近
く
訴
え
続
け

た
。
根
負
け
し
た
哲
男
氏
は
「
漬
物
は
だ

め
だ
が
、
乾
か
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
」
と

の
条
件
付
き
で
Ｏ
Ｋ
を
出
し
、
赤
し
そ
ふ

り
か
け
の
商
品
開
発
が
始
ま
っ
た
。

葉
の
薄
い
赤
し
そ
は
、
乾
燥
さ
せ
る
熱

の
温
度
が
高
い
と
塩
分
で
焦
げ
や
す
く
、

低
い
と
乾
き
づ
ら
い
。
開
発
は
難
航
し
な

が
ら
も
、
１
年
ほ
ど
の
試
行
錯
誤
を
経
て

１
９
７
０
（
昭
和
45
）
年
に
よ
う
や
く
商

品
化
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
し
か
し
当
時
は
、

魚
粉
な
ど
の
動
物
性
タ
ン
パ
ク
質
を
使
っ

た
ふ
り
か
け
が
中
心
で
、
植
物
由
来
の
も

の
は
消
費
者
に
な
じ
み
が
な
い
時
代
で
あ

り
、
発
売
当
初
は
あ
ま
り
売
れ
ず
、
返
品

の
山
だ
っ
た
と
い
う
。

そ
う
し
た
中
、
学
校
給
食
に
採
用
さ
れ

た
こ
と
で
状
況
が
変
わ
る
。
子
ど
も
た
ち

の
人
気
が
高
ま
り
「
赤
い
ご
は
ん
を
つ
く
っ

て
」
と
ね
だ
ら
れ
た
母
親
ら
が
学
校
に
問

い
合
わ
せ
た
こ
と
で
「
ゆ
か
り
」
の
名
が

広
ま
り
、
ま
た
競
合
製
品
も
な
か
っ
た
た

め
、
加
速
度
的
に
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て

い
っ
た
。「
ゆ
か
り
」
は
同
社
の
確
固
た
る

地
位
を
確
立
し
、
現
在
も
同
社
の
売
り
上

げ
の
約
３
割
を
占
め
る
人
気
商
品
と
な
っ

て
い
る
。

優
れ
た
品
質
を
求
め

新
品
種
の
赤
し
そ
を
開
発

大
量
生
産
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
社
内

教
育
や
ア
ー
ト
に
も
着
目
し

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す

英
語
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学
ぶ
ス
ク
ー

ル
の
「
Ｒ
ロ

ッ

ボ

Ｏ
Ｂ
Ｂ
Ｏ
」
も
新
し
い
事
業
の
一
つ

だ
。「
教
育
の
選
択
肢
が
多
い
こ
と
が
、
地
方

で
有
能
な
人
材
が
育
ち
、
地
域
に
と
ど
ま
ら

せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
」
と
考
え
て
い
た
時

に
、
こ
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発
祥
の
教
育
メ
ソ
ッ

ド
に
出
会
っ
た
と
い
う
。
周
南
校
は
渋
谷
、
福

岡
に
次
ぎ
、
国
内
３
番
目
の
開
校
と
な
っ
た
。

事
業
化
に
当
た
り
採
用
し
た
外
国
人
ス
タ
ッ

フ
は
、
指
示
を
受
け
る
と
た
だ
従
う
の
で
は
な

く
、
必
ず
理
由
を
尋
ね
る
。
世
界
を
見
据
え
た

ビ
ジ
ネ
ス
を
思
い
描
く
橋
本
さ
ん
は
「
外
国
人

ス
タ
ッ
フ
の
採
用
に
よ
り
、
多
様
な
視
点
の
重

株式会社中特ホールディングス
山口県周南市久米3034-1
☎0834-25-0606
https://www.chutoku-g.co.jp/

要
性
を
改
め
て
痛
感
し
、
価
値
観
が
劇
的
に
変

わ
り
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
語
る
。

現
在
、
社
員
の
国
籍
は
さ
ら
に
多
様
化
し
、

フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
の
本
社
屋
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
交
わ
さ
れ
、
刺
激

を
与
え
合
っ
て
い
る
。
橋
本
社
長
自
身
、「
社

長
で
は
な
く
、
橋
本
さ
ん
と
呼
ん
で
ね
」
と
社

員
に
告
げ
、
柔
軟
な
組
織
の
醸
成
を
促
し
て
い

る
。

「
こ
の
本
社
屋
は
、
環
境
と
人
の
関
わ
り
を
創

造
す
る
『
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｌ※

』
事
業
の
本
拠
地
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
基
地
で
す
。
協
賛
各
社
様
か
ら
贈

ら
れ
た
植
樹
も
『
Rりe
の
森
』
と
し
て
大
切
に

育
て
て
い
ま
す
」

さ
ら
に
、
廃
棄
物
を
使
っ
た
ア
ー
ト
公
募
展

を
全
国
規
模
で
展
開
し
て
き
た
「
Ａア
ク
タ
プ
ラ
ス

Ｃ
Ｔ
Ａ
+
」

も
事
業
の
幅
を
広
げ
て
い
る
。
企
業
や
大
学
と

連
携
し
、
２
０
２
４（
令
和
６
）
年
か
ら
は
Ｅ
Ｃ

サ
イ
ト
で
作
品
な
ど
を
販
売
し
て
い
る
。
同
年

10
月
に
は
経
済
産
業
省
中
国
経
済
産
業
局
の

J-Startup W
EST

に
も
採
択
さ
れ
「
国
か

ら
も
支
援
を
い
た
だ
き
、
さ
ら
な
る
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
強
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
」
と
ま
す
ま
す

意
欲
的
だ
。

多
様
性
を
歓
迎
し
、
誰
も
が

柔
軟
に
働
け
る
企
業
で
あ
り
た
い

橋
本
さ
ん
は
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
に

山
口
県
女
性
活
躍
推
進
知
事
表
彰
「
女
性
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
」
を
、
２
０
２
４
年
に
は
内
閣

府
男
女
共
同
参
画
局
よ
り
「
女
性
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
賞
特
別
部
門
賞
『
気
候
変
動
問
題
等
の
環
境

問
題
に
お
け
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
』」
を
受
賞
し
た
。

女
性
活
躍
推
進
の
機
運
が
高
ま
る
中
、
女
性
が

真
に
活
躍
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
問
う

と
、「
女
性
と
い
う
縛
り
に
と
ら
わ
れ
ず
、
外

国
人
や
障
が
い
者
も
含
め
、
誰
に
対
し
て
も
働

く
チ
ャ
ン
ス
を
平
等
に
用
意
す
る
こ
と
で
す
」

と
明
快
な
答
え
。「
こ
の
人
が
い
な
い
と
困
る
」

と
い
う
属
人
化
か
ら
脱
し
、
誰
も
が
柔
軟
な
働

き
方
が
で
き
る
よ
う
、
選
択
肢
を
増
や
し
た
上

で
、
仕
事
ぶ
り
は
き
ち
ん
と
評
価
す
る
成
果
主

義
を
目
指
し
て
い
る
。

２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
に
設
立
し
た
株

式
会
社
ポ
ー
タ
ル
ハ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
は
、
そ
の

先
駆
事
業
と
い
え
よ
う
。
同
社
の
提
供
す
る
遺

品
整
理
や
各
種
片
付
け
事
業
は
家
事
を
こ
な

す
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
が
生
か
せ
る
こ
と

か
ら
、
ス
タ
ッ
フ
に
は
女
性
を
多
く
採
用
し
、

家
庭
や
子
育
て
と
両
立
し
や
す
い
パ
ー
ト
勤

務
を
主
体
に
し
て
い
る
。
同
社
設
立
の
際
、
橋

本
さ
ん
は
、
も
と
も
と
パ
ー
ト
社
員
と
し
て
入

社
し
た
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
女
性
を
幹
部
に
抜

て
き
し
た
。

「
人
に
も
働
き
方
に
も
多
様
性
を
認
め
、
働
き

や
す
い
職
場
に
し
な
け
れ
ば
会
社
は
発
展
し

ま
せ
ん
。
一
番
大
事
な
の
は
〝
人
〟
で
す
」

地
域
と
の
関
係
性
も
そ
の
延
長
線
上
に
あ

る
。
人
口
減
少
に
伴
う
廃
棄
物
減
少
の
時
代
を

市
場
の
減
少
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
環
境
保

全
に
つ
な
げ
、
地
域
の
活
性
化
を
け
ん
引
す
る

覚
悟
を
抱
く
。

「
幅
広
く
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
弊
社
が
増
収・

増
益
を
保
て
て
い
る
の
は
、
多
彩
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
が
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
て
い

る
か
ら
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
」
と
力
強
く
語
っ

て
く
れ
た
。

w
riter

村
上 

郁
子 

〈
む
ら
か
み・い
く
こ
〉

山
口
県
生
ま
れ
。
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
。
大
学
卒

業
後
、
大
学
研
究
室
勤
務
を
経
て
、
各
種
雑
誌

や
自
治
体
・
企
業
の
広
報
・
情
報
誌
、
記
念
出

版
物
な
ど
の
取
材
・
執
筆
・
編
集
に
携
わ
る
。

三
島
食
品
株
式
会
社
《
広
島
市
》

文
／
入
江 

太
日
利　

 

写
真
撮
影
／
大
野 

方
裕

社
員
の
や
る
気
を
引
き
出
す
工
夫
と
制
度
で

「
脇
役
」と
し
て
の
製
品
価
値
を
生
み
出
す

おなじみの三島食品のふりかけラインナップ。赤しそが原料の看板商品「ゆかり」
は、紫色が古来日本で「人とのつながり・縁（ゆかり）を示す色」として用いられて
きたことから、「人との縁を大切にしたい」との思いを込めて名付けられた

87

＊「ゆかり」「かおり」「あかり」「うめこ」「ひろし」「しげき」は、三島食品株式会社が製造販売するふりかけの登録商標です。

写真提供／三島食品株式会社

※ COIL…Chutoku Open Innovation Lab

5  “本来捨てられるはずのもの”からアー
トを生み出す「ACTA＋」の事業では、
公募展「ACTA＋ART AWARD」を実
施している。受賞作品をはじめとした
アート作品が新社屋COILの中で展示
されている

6  2024年には大阪髙島屋でACTA＋の
ポップアップイベントを開催。壁掛け
アートやオブジェ、サステナブルなイ
ンテリア用品などを販売した

7  2021年のグランプリ受賞作品「Has 
an aura.」（金崎晟南さん作）は、不要
になった電子基板や電子機器の部品で
構成されたロボットのような作品

8  捨てられるコーヒー豆の麻袋を素材と
したドローイング作品「Trashestry」

（Yoko Ichikawaさん作）

写真提供／ 5〜7  株式会社中特ホールディングス
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外
か
ら
「
赤
し
そ
の
匂
い
が
お
か
し
い
」

と
い
う
声
が
出
始
め
た
。
原
因
を
探
る
と
、

露
地
栽
培
の
た
め
赤
し
そ
以
外
の
エ
ゴ
マ

等
と
ど
う
し
て
も
自
然
交
配
し
て
し
ま
い
、

品
質
が
落
ち
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

「
ゆ
か
り
」
の
人
気
の
理
由
は
、
鮮
や
か
な

色
と
、
食
欲
を
そ
そ
る
爽
や
か
な
香
り
で

あ
る
。
売
り
上
げ
が
伸
び
る
ほ
ど
高
品
質

な
原
料
の
確
保
が
課
題
と
な
り
、
品
質
管

理
に
は
最
大
限
の
注
意
を
払
っ
て
栽
培
に

取
り
組
ん
だ
が
、
在
来
種
で
は
品
質
の
維

持
に
限
界
が
み
え
た
。

そ
こ
で
「
高
品
質
な
品
種
を
自
社
で
つ

く
る
」
こ
と
を
決
意
。
１
９
８
８
（
昭
和

63
）
年
か
ら
開
発
に
着
手
し
、
香
り
を

測
定
す
る
検
査
装
置
を
導
入
、
目
的
と
す

る
品
質
を
備
え
た
優
良
株
を
選
ん
で
交
配

さ
せ
る
と
い
う
地
道
な
作
業
を
、
目
指
す

香
り
の
数
値
を
達
成
す
る
ま
で
繰
り
返
し

た
。
そ
う
し
て
、
約
20
年
の
苦
労
の
末
に

１
９
９
９
（
平
成
11
）
年
に
独
自
の
品
種

「
豊ほ
う

香こ
う

」
が
完
成
し
、
翌
年
に
は
農
林
水
産

省
か
ら
新
品
種
と
認
め
ら
れ
、
商
標
登
録
も

さ
れ
た
。
現
在
は
第
３
世
代
ま
で
改
良
さ
れ

て
い
る
。
２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
に
は

広
島
県
北
広
島
町
に
広
さ
８
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
自
社
農
園
「
紫
の
里
」
を
開
設
し
た
。

「
良
い
も
の
を
つ
く
る
に
は
良
い
原
料
が
な

三島食品株式会社
広島市中区南吉島2-1-53
☎082-245-3211
https://www.mishima.co.jp/

わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
２
０
１
８
（
平
成

30
）
年
に 「
ゆ
か
り
」「
か
お
り
」「
あ
か
り
」

が
並
ん
だ
商
品
棚
を
、
消
費
者
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
「
ま
る
で
３
姉
妹
」
と
投
稿
し
話
題
を

集
め
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
そ
の
後
は

「
う
め
こ
」「
ひ
ろ
し
」「
か
つ
お
」「
し
げ
き
」

と
、「
お
客
さ
ま
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
意
識
し
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
」
を
展
開
し
、

消
費
者
が
面
白
が
っ
て
家
系
図
を
つ
く
る

な
ど
、
参
加
型
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
広

げ
て
き
た
。

そ
の
他
、
赤
し
そ
を
使
っ
た
ジ
ュ
ー
ス

や
リ
キ
ュ
ー
ル
、
ス
イ
ー
ツ
と
い
っ
た
食

料
品
に
と
ど
ま
ら
ず
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
ボ
ー

ル
ペ
ン
、
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
な
ど
の
関

連
グ
ッ
ズ
、
さ
ら
に
は
、
好
き
な
名
前

３
文
字
を
入
れ
る
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
画
像
を
作
成
で
き
る
ア
プ
リ
「
ふ

り
か
け
４
姉
妹
メ
ー
カ
ー
」
を
リ
リ
ー
ス

す
る
な
ど
、
消
費
者
を
楽
し
ま
せ
る
柔
軟

な
発
想
で
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
図
っ
て
い

る
。ま

た
、
遊
び
心
あ
る
社
風
の
醸
成
を
象

徴
す
る
の
が
、
社
員
の
趣
味
や
特
技
、
個

性
を
生
か
す
「
Ｂ
面
活
動
」
だ
。
広
島
工

場
の
積
み
付
け
ロ
ボ
ッ
ト
「
つ
み
き
り
ん
」

も
そ
の
活
動
か
ら
生
ま
れ
た
。
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
乗
せ
て
、
キ
リ
ン
の
塗
装

が
施
さ
れ
た
機
械
が
稼
働
す
る
姿
が
、
工

場
見
学
に
訪
れ
る
子
ど
も
た
ち
を
楽
し
ま

せ
て
い
る
。
か
つ
て
漫
画
家
を
目
指
し
て

い
た
社
員
が
デ
ザ
イ
ン
し
、
楽
器
の
得
意

な
社
員
が
作
詞
、
作
曲
、
演
奏
、
録
音
を

手
掛
け
た
と
い
う
。
他
に
も
、
業
務
用
商

品
の
プ
レ
ゼ
ン
動
画
や
ノ
ベ
ル
テ
ィ
グ
ッ

ズ
、
レ
シ
ピ
本
の
制
作
な
ど
幅
広
い
分
野

い
と
で
き
ま
せ
ん
。
愚
直
に
追
求
す
る
姿

勢
が
文
化
と
し
て
根
づ
い
て
い
ま
す
」
と
、

広
報
兼
直
販
事
業
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
佐さ
い
き伯
俊

彦
さ
ん
は
胸
を
張
る
。
さ
ら
に
、「
新
品
種

を
開
発
す
る
と
こ
ろ
ま
で
品
質
に
こ
だ
わ

る
」
会
社
の
姿
勢
は
、
イ
ン
ナ
ー
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
と
し
て
も
プ
ラ
ス
の
効
果
を
も

た
ら
し
て
い
る
。

安
全
・
安
心
と

安
定
供
給
を
目
指
し
て

「
ゆ
か
り
」
の
原
料
に
使
用
さ
れ
る
赤
し
そ

は
年
間
約
３
千
ト
ン
。
広
島
を
は
じ
め
、

宮
崎
や
静
岡
な
ど
国
内
７
県
、
中
国
２
カ

所
で
契
約
栽
培
す
る
も
の
の
、
露
地
栽
培

で
は
６
〜
９
月
に
し
か
収
穫
で
き
な
い
た

め
、
生
産
量
に
は
限
界
が
あ
る
。
そ
こ
で

原
料
の
安
定
供
給
に
向
け
、
２
０
２
０
（
令

和
２
）
年
か
ら
赤
し
そ
の
水
耕
栽
培
に
挑

み
、
一
年
を
通
し
て
収
穫
で
き
る
よ
う
研

究
を
進
め
て
い
る
。

さ
ら
に
同
年
、
広
島
県
福
山
市
鞆
の
浦

沖
の
走は
し
り

島じ
ま

に
「
走
島
海
洋
資
源
開
発
セ
ン

タ
ー
」
を
建
設
し
、「
す
じ
青
の
り
」
の
陸

上
養
殖
に
も
乗
り
出
し
た
。
同
社
の
ふ
り

か
け
「
青
の
り
」
は
、
香
り
が
強
く
色
鮮

や
か
な
、
国
産
の
「
す
じ
青
の
り
」
だ
け

を
使
う
。
地
球
温
暖
化
や
、
護
岸
工
事
で

河
川
に
含
ま
れ
る
ミ
ネ
ラ
ル
源
等
の
養
分

が
失
わ
れ
て
し
ま
う
状
況
下
で
年
々
収
穫

量
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、
先
を
見
据
え
、

安
全
・
安
心
の
品
質
維
持
と
安
定
供
給
に

力
を
注
い
で
い
る
。

参
加
型
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど

遊
び
心
あ
る
取
り
組
み
の
数
々

「
ゆ
か
り
」
を
は
じ
め
、
青
じ
そ
を
使
っ
た

「
か
お
り
」
や
ピ
リ
辛
た
ら
こ
の
「
あ
か
り
」、

カ
リ
カ
リ
梅
の
「
う
め
こ
」
の
ほ
か
、
広
島

菜
の
「
ひ
ろ
し
」、
本ほ
ん

枯か
れ

節ぶ
し

の
「
か
つ
お
」、

わ
さ
び
の
「
し
げ
き
」
な
ど
「
名
前
シ
リ
ー

ズ
」
の
商
品
が
知
ら
れ
る
。

も
と
も
と
、
人
名
風
を
意
図
し
て
い
た

で
Ｂ
面
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。「
会
社

に
関
係
す
る
こ
と
な
ら
勤
務
中
に
や
っ
て

良
い
」
と
の
方
針
は
、
社
員
の
挑
戦
を
後

押
し
し
、
仕
事
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維

持
や
自
発
性
を
育
む
効
果
も
あ
る
。

創
意
工
夫
を
楽
し
み
な
が
ら

社
員
と
共
に
成
長
を
続
け
る

「
ゆ
か
り
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
海
外
で
は
サ
ラ

ダ
や
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト

な
ど
揚
げ
物
の
味
付
け
に
も
使
用
さ
れ
、

米
国
を
中
心
に
販
売
が
伸
び
て
い
る
と
い

う
。一

方
、
国
内
で
は
「
ご
は
ん
の
お
供
」
の

先
入
観
が
強
く
、
使
い
方
は
「
ふ
り
か
け
」

の
域
を
出
な
い
家
庭
が
多
い
。
人
口
が
減
る

中
、
消
費
量
を
増
や
す
に
は
、
調
味
料
と

し
て
の
認
知
度
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
、
ス
ー
パ
ー
と
協
業
す
る
「
メ
イ
ン
食
材

販
売
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
２
０
２
３
（
令

和
５
）
年
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
エ
プ
ロ
ン

や
ポ
ン
チ
ョ
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
な
ど
約
１
０
０
種
類

も
の
「
ゆ
か
り
」
販
促
グ
ッ
ズ
を
同
社
が
無

償
で
貸
し
出
し
て
「
良
い
違
和
感
の
あ
る
楽

し
い
売
り
場
」
を
演
出
。「
ゆ
か
り
」
を
調

味
料
と
し
て
使
う
メ
ニ
ュ
ー
を
提
案
し
て
、

生
鮮
三
品
（
青
果
・
鮮
魚
・
精
肉
）
や
惣
菜

の
販
促
に
つ
な
げ
る
戦
略
だ
。
例
え
ば
山
芋

や
タ
コ
と
和
え
る
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
し
た
店

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
売
り
上
げ
が
数
倍
に
伸

び
る
な
ど
の
成
果
を
上
げ
、
食
品
メ
ー
カ
ー

か
ら
〝
食
品
サ
ー
ビ
ス
業
〟
へ
と
進
化
し
て

い
る
。

こ
う
い
っ
た
多
種
多
様
の
ユ
ニ
ー
ク
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
佐
伯
さ
ん
は
「
大
き
な

会
社
で
は
な
く
、
強
い
会
社
に
な
る
こ
と
を

意
識
し
て
い
ま
す
」
と
し
た
上
で
、「
激
変

の
時
代
、
社
員
が
リ
テ
ラ
シ
ー
を
向
上
し
、

仕
事
の
質
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
新
た
な
価

値
を
生
み
出
し
、
事
業
を
永
続
し
て
い
き
ま

す
」
と
前
を
向
く
。

「
良
い
商
品
を
良
い
売
り
方
で
」
と
い
う
基

本
方
針
の
下
、
創
意
工
夫
を
楽
し
み
な
が

ら
、
人
の
成
長
を
企
業
の
成
長
に
つ
な
げ

て
い
る
。

w
riter

入
江 

太
日
利 

〈
い
り
え・た
か
と
し
〉

１
９
７
０
年
福
岡
県
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。
大
学
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後
、

業
界
新
聞
、
経
済
誌
な
ど
を
経
て
フ
リ
ー
ラ
イ

タ
ー
に
。
取
材
記
事
を
幅
広
く
執
筆
す
る
と
と

も
に
、
写
真
撮
影
な
ど
も
手
掛
け
て
い
る
。
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げるロボット「つみき
りん」は社内の「B面活
動」で生まれた
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仕
事
の
中
で
気
づ
い
た

介
護
と
演
劇
の
親
和
性

菅
原
直
樹
さ
ん
は
、
高
校
の
部
活
で
演
劇

と
出
会
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
演
劇
活

動
を
続
け
て
き
た
。
大
学
で
劇
作
家
・
演
出

家
の
平
田
オ
リ
ザ
さ
ん
に
学
び
、
２
０
１
０

（
平
成
22
）
年
に
同
氏
主
宰
の
青
年
団
に
俳

優
と
し
て
入
団
し
た
。
俳
優
活
動
の
傍
ら
、

生
活
の
た
め
に
ア
ル
バ
イ
ト
も
続
け
た
が
、

結
婚
を
機
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
の
資
格

を
取
得
し
て
、
千
葉
県
の
介
護
施
設
で
働
き

始
め
た
。

菅
原
さ
ん
は
介
護
の
仕
事
を
始
め
て
す

ぐ
、「
介
護
と
演
劇
は
相
性
が
い
い
」
と
感

じ
た
と
い
う
。

「
ま
ず
、
お
年
寄
り
ほ
ど
い
い
俳
優
は
い
な

い
と
感
じ
ま
し
た
。
た
だ
歩
い
て
い
る
だ
け

で
、
そ
の
人
の
個
性
や
人
生
が
に
じ
み
出
て

い
る
。
そ
ん
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
は
な
か
な
か

い
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
、
介
護
者
は
俳
優
に

な
っ
た
方
が
い
い
と
い
う
こ
と
も
感
じ
ま
し

た
。
認
知
症
の
人
は
、
ど
う
し
て
も
見
当
識※

や
記
憶
に
障
害
が
あ
る
の
で
、
介
護
す
る
側

か
ら
見
た
ら
間
違
っ
た
言
動
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、

寄
り
添
っ
た
関
わ
り
方
を
し
た
方
が
い
い
。

時
に
は
相
手
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
受
け
入
れ

て
、
別
の
人
に
な
っ
た
り
、
見
え
な
い
も
の

で
も
見
え
る
ふ
り
を
し
た
り
、
そ
う
い
う
演

技
が
必
要
に
な
る
ん
で
す
」

菅
原
さ
ん
は
、
東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か

け
に
２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
に
岡
山
県
和

気
町
へ
移
住
し
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に

就
職
し
た
。
し
ば
ら
く
演
劇
活
動
か
ら
離
れ

た
が
、
移
住
仲
間
で
あ
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
夫
妻

と
出
会
い
、
一
緒
に
地
域
で
演
劇
活
動
が
で

き
な
い
か
と
考
え
た
。

介
護
と
演
劇
を
結
び
つ
け
た
劇
団
を
つ
く

り
た
い
と
い
う
、
か
ね
て
抱
い
て
い
た
構
想

を
話
し
、
劇
団
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
老
い
、
ぼ
け
（
認
知
症
）、
死
な
ど
を

テ
ー
マ
と
す
る
こ
と
か
ら
、
劇
団
の
名
前
は

「O
iB
okkeShi

」
に
決
定
。
県
内
の
地
域

活
動
を
支
援
し
て
い
る
公
益
財
団
法
人
福

武
教
育
文
化
振
興
財
団
か
ら
助
成
を
受
け
、

「
老
い
と
演
劇
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開

催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
に
や
っ
て
来

た
の
が
、
後
にO

iB
okkeShi

の
看
板
俳

優
と
な
る
、
当
時
88
歳
の
「
お
か
じ
い
」
こ

と
、
岡
田
忠
雄
さ
ん
だ
っ
た
。

「
お
か
じ
い
」と
の
出
会
い

２
０
１
４（
平
成
26
）年
、O

iBokkeShi

初
と
な
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
日
、
岡
田
さ

ん
は
開
始
１
時
間
半
前
に
一
番
乗
り
で
現
れ

た
。
新
聞
の
告
知
を
見
て
、
岡
山
市
南
区
か

ら
和
気
町
ま
で
、
電
車
と
バ
ス
を
乗
り
継
い

で
や
っ
て
来
た
の
だ
っ
た
。
こ
の
日
の
こ
と

を
、
菅
原
さ
ん
は
こ
う
振
り
返
る
。

「
開
始
を
待
つ
間
の
雑
談
が
面
白
か
っ
た
の

で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
冒
頭
に
岡
田
さ
ん

に
も
出
て
き
て
も
ら
っ
て
『
こ
の
お
じ
い
さ

ん
、
何
歳
で
し
ょ
う
？
』
と
ク
イ
ズ
を
出
し

ま
し
た
。
漫
才
の
掛
け
合
い
の
よ
う
に
な
っ

て
、と
て
も
ウ
ケ
た
ん
で
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
後
半
、
グ
ル
ー
プ
で
芝
居
を
し
て
も
ら

う
と
、
岡
田
さ
ん
は
も
う
台
本
そ
っ
ち
の
け

で
、
ア
ド
リ
ブ
ば
か
り
。
周
り
は
圧
倒
さ
れ

て
困
っ
て
い
た
け
ど
、
本
当
に
生
き
生
き
と

し
た
演
技
で
し
た
。
実
は
岡
田
さ
ん
は
、
昔

か
ら
芸
事
が
好
き
で
、
定
年
退
職
後
に
映
画

俳
優
を
目
指
し
て
数
々
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

を
受
け
、
今
村
昌
平
監
督
の
作
品
に
も
エ
キ

ス
ト
ラ
出
演
の
経
験
が
あ
る
方
だ
っ
た
ん
で

す
。
運
命
的
な
出
会
い
で
し
た
」

そ
の
後
、
菅
原
さ
ん
は
岡
田
さ
ん
を
主
演

に
し
た
芝
居
づ
く
り
を
進
め
て
い
っ
た
。
第

１
回
公
演
は
、
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
の

『
よ
み
ち
に
ひ
は
く
れ
な
い
』
で
あ
る
。
妻

の
介
護
を
し
て
い
た
岡
田
さ
ん
自
身
の
経
験

を
も
と
に
し
た
、「
徘
徊
演
劇
」
だ
。
商
店

街
の
中
を
移
動
し
な
が
ら
上
演
す
る
ス
タ
イ

ル
で
、
認
知
症
の
妻
を
捜
す
高
齢
男
性
を
岡

田
さ
ん
が
演
じ
た
。

菅
原
さ
ん
は
、
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年

に
奈
義
町
に
移
住
し
た
後
も
、『
認
知
の
巨

匠
』『
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
葬
』
な
ど
、
作
・

演
出
を
菅
原
さ
ん
が
手
掛
け
、
岡
田
さ
ん
が

出
演
す
る
形
で
、
県
内
外
で
精
力
的
に
公
演

を
行
っ
て
い
る
。
演
劇
経
験
の
な
い
地
元
住

民
と
一
緒
に
な
っ
て
公
演
を
つ
く
り
上
げ
る

こ
と
も
多
く
、OiB

okkeShi

の
魅
力
の
一

つ
と
な
っ
て
い
る
。

相
手
を
否
定
し
な
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
法

菅
原
さ
ん
は
芝
居
づ
く
り
と
並
行
し
て
、

先
述
の
「
老
い
と
演
劇
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

を
全
国
各
地
で
行
っ
て
い
る
。

高
齢
社
会
の
課
題
に

演
劇
で
ア
プ
ロ
ー
チ
し

共
感
の
輪
を
広
げ
る

岡
山
県
北
東
部
の
奈
義
町
を
拠
点
と
す
る
劇
団
、「
老
い
と
演
劇
」OiBokkeShi

で
は
、

介
護
と
演
劇
を
結
び
つ
け
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

主
宰
の
菅
原
直
樹
さ
ん
は
、
99
歳
の
看
板
俳
優
・
岡
田
忠
雄
さ
ん
と
共
に
、

新
た
な
表
現
を
追
求
し
続
け
て
い
る
。

「
老
い
と
演
劇
」OiBokkeShi　

主
宰  

菅
原 

直
樹  

《
岡
山
県
奈
義
町
》

文／黒部 麻子
写真撮影／冨岡 菜々子
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菅原 直樹
〈すがわら・なおき〉

1983年栃木県生まれ。桜美林大学文学
部総合文化学科卒業。劇作家、演出家、
俳優、介護福祉士。平田オリザ主宰の青
年団に俳優として所属。2010年より特
別養護老人ホームの介護職員として勤
務。2012年に岡山県に移住し、2014
年にOiBokkeShiを立ち上げる。平成
30年度第69回芸術選奨文部科学大臣新
人賞（芸術振興部門）、2025年第15回
地域再生大賞 中国・四国ブロック賞他、
多数受賞。

オ
イ
・
ボ
ッ
ケ
・
シ

※ 見当識…自分がいる場所や日時などの基本的状況を把握する能力のこと

「おかじい」との出会いの場となった2014年の「老いと
演劇のワークショップ」

徘徊演劇『よみちにひはくれない』（2015年）
観客は、会場である岡山県・和気町駅前商店街を役者
と共に歩きながら演劇を鑑賞した

1

2

3

写真提供／ 1・3  OiBokkeShi
写真撮影／ 2  松原 豊

ワークショップでは即興で芝居をする「イエスアンド
ゲーム」や「遊びリテーション」などを体験し、認知症ケ
アについて理解を深める
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
ま
ず
、
介
護
現

場
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
、
遊
び
と
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
「
遊
び

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
や
、
演
劇
の
稽
古
で
使
わ

れ
る
「
シ
ア
タ
ー
ゲ
ー
ム
」
を
行
う
。
ど
ち

ら
も
身
体
を
使
っ
た
「
遊
び
」
だ
。

そ
の
後
、
介
護
者
役
と
認
知
症
の
お
年
寄

り
役
に
分
か
れ
、「
イ
エ
ス
ア
ン
ド
ゲ
ー
ム
」

と
い
う
即
興
演
劇
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

う
。
例
え
ば
「
ご
飯
の
時
間
で
す
よ
」
と
い

う
声
か
け
に
対
し
、
お
年
寄
り
役
の
人
が

「
野
球
選
手
に
な
り
た
い
」
と
、
話
の
か
み

合
わ
な
い
言
葉
を
返
す
。
介
護
者
役
の
人
は
、

そ
れ
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、「
あ
っ
ち

に
バ
ッ
ト
と
グ
ロ
ー
ブ
が
あ
り
ま
す
ね
」
な

ど
と
相
手
の
話
を
肯
定
し
た
上
で
、
そ
の
先

の
会
話
を
即
興
で
つ
な
げ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
し
て
い
く
の
だ
。

「
最
後
に
、
そ
の
逆
を
や
っ
て
み
る
ん
で
す
。

『
野
球
選
手
に
な
り
た
い
』
と
言
わ
れ
た
ら
、

『
い
や
い
や
、
ご
飯
で
す
か
ら
行
き
ま
し
ょ

う
』
と
否
定
し
て
、
説
得
す
る
。
そ
う
す
る

と
、
多
く
の
人
は
意
固
地
に
な
っ
て
し
ま

う
。
で
も
、
イ
エ
ス
ア
ン
ド
の
姿
勢
を
実

践
し
て
く
れ
る
介
護
者
が
相
手
だ
と
『
私

の
言
う
こ
と
を
こ
れ
だ
け
聞
い
て
く
れ
る

な
ら
、
こ
の
人
の
言
う
こ
と
も
ち
ょ
っ
と

聞
こ
う
か
な
』
と
い
う
気
に
な
る
ん
で
す

よ
ね
。
認
知
症
の
人
に
限
ら
ず
、
誰
で
も
、

自
分
が
見
て
い
る
も
の
や
信
じ
て
い
る
も

の
を
頭
ご
な
し
に
否
定
さ
れ
て
、
価
値
観
を

押
し
付
け
ら
れ
た
ら
突
っ
ぱ
ね
た
く
な
る
。

こ
れ
は
多
分
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大

原
則
な
ん
で
す
。
そ
れ
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
疑
似
体
験
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」

命
あ
る
限
り
現
役
の

99
歳
・
看
板
俳
優

２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
に
妻
を
亡
く
し

た
岡
田
さ
ん
。
２
年
ぶ
り
の
舞
台
と
な
っ
た

近
作
『
恋
は
み
ず
い
ろ
』
は
、
２
０
２
５
（
令

和
７
）
年
６
月
に
岡
山
芸
術
創
造
劇
場
ハ
レ

ノ
ワ
で
、
翌
月
に
は
福
岡
県
久
留
米
市
で
も

上
演
さ
れ
た
。
福
岡
ま
で
は
約
４
時
間
の
新

幹
線
移
動
と
な
る
た
め
、
岡
田
さ
ん
の
健
康

面
に
懸
念
が
あ
っ
た
が
、
岡
田
さ
ん
が
入
居

す
る
高
齢
者
住
宅
の
管
理
者
も
同
行
し
て
く

れ
、
舞
台
は
大
盛
況
の
う
ち
に
終
わ
っ
た
。

岡
山
に
戻
っ
て
疲
れ
が
出
た
の
か
、
菅
原

さ
ん
が
訪
ね
て
行
く
と
、
岡
田
さ
ん
は
「
あ

ん
た
、
く
り
君
じ
ゃ
ろ
う
」
と
言
っ
て
菅
原

さ
ん
を
迎
え
た
と
い
う
。
菅
原
さ
ん
は
戸
惑

い
つ
つ
も
、「
懐
か
し
の
友
・
く
り
君
」
を

演
じ
、
会
話
を
続
け
た
。

「O
iB
okkeShi

の
世
界
が
実
際
に
起
き
て

み
る
と
、
や
は
り
驚
き
ま
す
ね
」
と
菅
原
さ

ん
は
笑
う
。
岡
田
さ
ん
は
現
在
99
歳
。
も
し

か
し
た
ら
次
に
会
う
時
、
菅
原
さ
ん
の
こ
と

を
以
前
の
よ
う
に
「
監
督
」
と
呼
ぶ
の
か
も

し
れ
な
い
し
、
あ
る
い
は
ま
た
別
の
人
と
し

て
認
識
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
岡
田
さ
ん
の

老
い
に
ど
こ
ま
で
も
寄
り
添
い
な
が
ら
、
芝

居
づ
く
り
を
続
け
た
い
と
菅
原
さ
ん
は
言

う
。

「
僕
を
監
督
に
し
て
く
れ
た
の
は
、
お
か
じ

い
で
す
。
そ
れ
ま
で
ず
っ
と
俳
優
を
や
っ
て

き
て
、
作
・
演
出
は
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た

僕
の
こ
と
を
、
お
か
じ
い
は
初
め
て
会
っ
た

日
か
ら
『
監
督
』
と
呼
ぶ
ん
で
す
。
じ
ゃ
あ

自
分
で
も
書
い
て
み
よ
う
、
演
出
し
て
み
よ

う
と
思
い
立
っ
て
今
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら

お
か
じ
い
に
は
命
あ
る
限
り
『
俳
優
』
と
い

う
役
割
を
貫
い
て
も
ら
っ
て
、
僕
は
お
か
じ

い
に
与
え
て
も
ら
っ
た
『
監
督
』
と
い
う
役

割
を
果
た
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

O
iB
okkeShi

の
活
動
は
、
介
護
に
も

演
劇
に
も
新
た
な
風
を
吹
き
込
ん
だ
。
こ
れ

か
ら
も
き
っ
と
、
新
た
な
表
現
を
見
せ
て
く

れ
る
に
違
い
な
い
。

w
riter

黒
部 

麻
子 

〈
く
ろ
べ・あ
さ
こ
〉

１
９
８
１
年
東
京
都
生
ま
れ
。フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー・

フ
リ
ー
エ
デ
ィ
タ
ー
。
大
学
卒
業
後
、
出
版
社
勤

務
を
経
て
、
岡
山
県
に
移
住
し
て
か
ら
は
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
と
し
て
活
動
。

《
広
島
県
庄
原
市
》

比
婆
牛
の
サ
ー
ロ
イ
ン
ス
テ
ー
キ

　

中
国
地
域
の
ほ
ぼ
中
央
、
広
島
県
北
東
部

に
位
置
す
る
庄
原
市
。
福
山
市
と
出
雲
市
を

結
ぶ
旧
出
雲
街
道
沿
い
の
総
領
町
稲
草
は
、

か
つ
て
は
宿
場
町
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
た
。

　

花
酔
酒
造
は
、
こ
の
地
に
１
８
９
９
（
明

治
32
）
年
に
谷
本
酒
場
と
し
て
創
業
し
た
。

蔵
の
裏
を
流
れ
る
田た

総ぶ
さ

川が
わ

の
氾
濫
防
止
の
た

め
に
植
え
た
桜
の
美
し
い
風
景
か
ら
、「
人
も

花
も
酔
い
し
れ
る
酒
を
」
と
、
昭
和
初
期
に

現
在
の
酒
造
名
へ
と
改
名
し
た
。

　

ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な
中
硬
水
を
仕
込
み
水
に
、

冬
は
氷
点
下
７
度
に
も
な
る
低
温
の
蔵
で

じ
っ
く
り
丁
寧
に
醸
し
、
独
特
の
キ
レ
が
あ

る
辛
口
酒
を
生
み
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
吊

る
し
搾
り
や
長
期
熟
成
の
古
酒
、
発
泡
酒
な

ど
個
性
的
で
多
様
な
酒
造
り
も
行
っ
て
き
た
。

　

そ
の
代
表
格
が
、
今
回
紹
介
す
る
活

性
純
米
酒
（
発
泡
酒
）「
ど
ぶ
」
で
あ
る
。

１
９
８
０
年
代
、
現
４
代
目
社
長
の
谷
本
淳

一
氏
が
、
当
時
と
し
て
は
先
駆
的
な
辛
口
の

発
泡
に
ご
り
酒
に
挑
戦
し
た
。
発
泡
の
調
整

な
ど
試
行
錯
誤
を
重
ね
つ
つ
、
発
酵
中
の
純

米
も
ろ
み
を
粗
く
濾こ

し
、
瓶
内
で
二
次
発
酵

さ
せ
た
「
ど
ぶ
」
を
生
み
出
し
た
。
冷
蔵
で

発
酵
を
疑
似
停
止
さ
せ
、
開
栓
時
に
生
き
た

酵
母
が
噴
き
出
す
の
が
特
徴
だ
。
そ
の
白
濁

で
と
ろ
り
と
し
た
酒
は
濁ど
ぶ

酒ろ
く

を
思
わ
せ※

、
そ

の
名
が
付
け
ら
れ
た
。

「
噴
出
し
や
す
い
活
性
酒
が
珍
し
か
っ
た
当

時
、
注
意
書
き
だ
け
で
は
油
断
す
る
お
客
様

が
多
か
っ
た
た
め
、
視
覚
に
訴
え
る
ラ
ベ
ル

に
変
え
た
そ
う
で
す
」
と
次
期
５
代
目
で
現

杜
氏
の
谷
本
夕ゆ
う

季き

さ
ん
。
そ
の
見
た
目
も
話

題
を
呼
び
、
蔵
の
看
板
商
品
へ
と
成
長
し
た
。

　

口
に
含
む
と
、
ま
ず
シ
ュ
ワ
ッ
と
お
米
の

風
味
が
弾
け
る
。
甘
み
に
満
た
さ
れ
た
ら
次

に
酸
味
が
現
れ
、
最
後
は
鮮
烈
な
辛
味
が
駆

け
抜
け
る
。
生
き
た
酵
母
が
生
む
変
化
を
体

感
で
き
る
の
は
、
生
酒
な
ら
で
は
の
醍
醐
味

だ
。
今
回
合
わ
せ
た
の
は
、
庄
原
の
食
を
代

表
す
る
比ひ

婆ば

牛
の
サ
ー
ロ
イ
ン
ス
テ
ー
キ
。

比
婆
牛
は
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
で
も
提
供
さ

れ
た
希
少
和
牛
で
、
脂
の
口
ど
け
の
良
さ
が

特
徴
だ
。
そ
の
上
質
な
脂
を
酒
の
爽
快
感
が

す
っ
と
包
み
込
み
、
細
や
か
で
ジ
ュ
ー
シ
ー

な
肉
の
う
ま
味
が
口
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
。

　

こ
の
「
ど
ぶ
」
に
は
、
日
本
の
発
酵
文
化

の
継
承
へ
の
願
い
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。
近

年
で
は
古
き
良
き
趣
の
力
強
い
純
米
酒
「
桜

酔
」
も
、
か
え
っ
て
新
鮮
な
味
わ
い
だ
と
、

若
い
世
代
か
ら
人
気
だ
と
い
う
。

「
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
、
肴
を
あ
て
に
ち
び
ち
び
、

わ
い
わ
い
楽
し
く
飲
め
る
よ
う
な
風
景
を
残

し
た
い
」
と
い
う
夕
季
さ
ん
。
そ
の
思
い
が
、

懐
か
し
く
も
新
し
い
酒
の
世
界
を
切
り
拓
こ

う
と
し
て
い
る
。

文／川西 由香理　　写真撮影／芥川 博之
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ど
ぶ

活
性
純
米
酒

花酔酒造株式会社
広島県庄原市総領町稲草1995-1
☎0824-88-2010
https://www.hanayoisyuzo.co.jp/

料理協力：avenir town MIRAINO-MACHI
広島県庄原市総領町下領家1-3

※ 濁酒にはもろみを濾す製造工程がないため、
「清酒」ではなく「その他醸造酒」に分類される

「老いと演劇」
OiBokkeShi
https://oibokkeshi.net/

写真提供／ OiBokkeShi

『認知の巨匠』ワーク・イン・プログレス（2019年）
制作過程を公開して観客と作品を共有する、ワークイン
プログレス形式の舞台

4

『カメラマンの変態』（2018年 1月・美作公演）
老人ホームを舞台にした作品で、実際に岡山県美作市の
老人ホームでも上演を行った

5

『恋はみずいろ』（2025年 6月・岡山公演）
おかじいは6月の岡山芸術創造劇場ハレノワでの公演に
続き、翌７月の福岡県久留米市公演にも出演。寝たきり
の祖父役を演じた

6

おかじいが暮らす高齢者住宅の居室にて。共演者が集ま
りここで稽古を行うこともある

7
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村
を
愛
す
る
青
年
に
よ
り

結
成
さ
れ
た
人
形
座

鳥
取
市
円
通
寺
で
続
く
円
通
寺
人
形
芝
居

の
起
源
は
、
２
０
０
年
ほ
ど
前
の
江
戸
時
代
に

さ
か
の
ぼ
る
。
村
を
愛
す
る
円
通
寺
の
青
年
・

藤と

う右
衛え

門も
ん

が
、
健
全
な
村
づ
く
り
を
目
指
し
、

美
声
と
得
意
の
「
念が
ん

力り
き

節ぶ
し

」
を
生
か
し
た
人
形

ま
わ
し
を
考
案
し
た
。
私
財
を
投
じ
て
人
形
や

衣
装
を
つ
く
り
、
村
人
た
ち
を
巻
き
込
ん
で
「
扇

楽
座
」
を
結
成
。
近
隣
で
も
評
判
と
な
り
、
村

は
明
る
く
変
わ
っ
た
と
い
う
。

明
治
時
代
に
は
他
県
に
招
か
れ
る
ほ
ど
の
活

況
で
あ
っ
た
が
、
時
代
と
と
も
に
他
の
娯
楽
文

化
の
登
場
で
そ
の
影
は
徐
々
に
薄
れ
、
戦
後
に

は
風
前
の
灯
火
と
な
っ
た
。

１
９
５
２
（
昭
和
27
）
年
、
そ
の
状
況
を
憂

え
た
隣
村
の
村
長
が
復
興
を
呼
び
か
け
、
円
通

寺
人
形
芝
居
保
存
会
（
以
下
、
保
存
会
）
を
設

立
。
そ
の
後
、
歴
史
や
他
に
な
い
特
徴
が
認
め

ら
れ
、１
９
８
４
（
昭
和
59
）
年
に
鳥
取
県
の
、

翌
年
に
は
国
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

た
。
ま
た
、
１
９
９
１
（
平
成
３
）
年
に
は
鳥

取
市
円
通
寺
人
形
芝
居
伝
承
館
（
以
下
、
伝
承

館
）
が
竣
工
し
、
現
在
12
人
の
メ
ン
バ
ー
が
、

こ
こ
を
拠
点
に
活
動
を
続
け
て
い
る
。

「
三
業
一
体
」の
芝
居

円
通
寺
人
形
芝
居
は
、「
念
力
節
」
に
合
わ

せ
て
操
る
。
念
力
節
と
は
、
曲
名
で
は
な
く
円

通
寺
に
伝
わ
る
七
七
調
の
唄
全
般
を
指
す
。
元

は
鳥
取
城
や
城
下
町
整
備
の
た
め
に
石
を
切
り

出
す
円
通
寺
の
農
民
た
ち
が
「
奴や
っ
こ

の
念
力
岩
で

も
通
す
」
と
、
己
を
鼓
舞
し
た
労
働
歌
で
あ
る
。

曲
と
独
特
の
節
回
し
だ
け
が
伝
わ
っ
て
新
た
な

歌
詞
が
添
え
ら
れ
、
人
形
芝
居
に
用
い
ら
れ
た
。

囃
子
は
、
三
味
線
に
加
え
太
鼓
と
胡
弓
が
入
っ

て
お
り
、
人
形
浄
瑠
璃
の
流
れ
と
し
て
は
稀
な
構

成
だ
。演
奏
に
合
わ
せ
て
太
夫
が
念
力
節
を
唄
い
、

語
り
専
門
の
太
夫
も
加
わ
り
舞
台
を
進
行
す
る
。

現
在
、
保
存
会
が
演
じ
る
演
目
は
主
に
「
三さ
ん

吉き
ち
デ
コ
」「
大
黒
舞
」「
平
井
権ご
ん

八ぱ
ち
」
の
三
つ
だ
。

三
吉
デ
コ
は
、
簪
か
ん
ざ
しを
つ
け
て
赤
い
き
ら
び
や
か
な

着
物
を
着
た
、
女
形
の
人
形
一
体
が
演
じ
る
縁
起

物
で
、
円
通
寺
人
形
芝
居
を
代
表
す
る
演
目
で
あ

る
。
大
黒
舞
も
縁
起
物
で
、
黄
色
い
着
物
を
着
た

要
造
と
、
渋
い
羽
織
袴
の
旦
那
様
の
掛
け
合
い
で

進
む
。
平
井
権
八
は
、
地
元
鳥
取
の
武
家
で
起
き

た
事
件
が
題
材
の
時
代
劇
で
、
青
い
着
物
に
刀
を

差
し
た
、
凜
々
し
い
若
侍
が
主
人
公
だ
。

労
働
歌
の
精
神
の
名
残
か
、
舞
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
で
あ
る
。
か
と
思
え
ば
、
セ
リ
フ
に
合
わ
せ
て

動
く
様
は
生
き
て
い
る
か
の
よ
う
に
繊
細
で
、
思

わ
ず
ぐ
っ
と
引
き
込
ま
れ
る
。
太
夫
、
囃
子
、
人

形
遣
い
が
一
つ
に
な
っ
て
初
め
て
、
血
の
通
っ
た

芝
居
が
生
ま
れ
る
。
こ
れ
を「
三
業
一
体
」と
呼
ぶ
。

人
形
遣
い
は
３
人
が
か
り
で
一
体
を
操
り
、

頭か
し
ら

と
右
手
、
左
手
、
脚
を
そ
れ
ぞ
れ
が
分
担
す

る
。
簡
単
そ
う
だ
が
、
自
然
な
動
き
に
見
せ
る

の
は
至
難
の
業
だ
と
い
う
。

「
３
人
の
息
が
ぴ
っ
た
り
合
っ
て
演
技
が
で
き
た

と
き
の
喜
び
は
何
物
に
も
代
え
が
た
い
。
演
じ
て

い
る
と
、
自
分
が
人
形
に
乗
り
移
る
よ
う
な
不
思

議
な
気
持
ち
に
な
る
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
」
と
、

７
代
目
座
元
の
保
存
会
・
西
村
一
重
会
長
は
話
す
。

公
演
や
地
域
連
携
で
輪
を
広
げ

継
承
を
図
る

保
存
会
で
は
県
内
の
小
学
校
や
公
民
館
、
伝

承
館
な
ど
で
上
演
し
な
が
ら
、
円
通
寺
人
形
芝
居

の
継
承
を
模
索
し
て
い
る
。
後
継
者
不
足
は
積
年

の
課
題
だ
。
地
元
の
倉
田
小
学
校
に
は
１
９
８
５

（
昭
和
60
）
年
に
「
円
通
寺
デ
コ
ク
ラ
ブ
」
が
設

写真提供／ 2・3 円通寺人形芝居保存会
6 鳥取市立倉田小学校

円
通
寺
人
形
芝
居

明
る
く
コ
ミ
カ
ル
な
囃
子
と
独
特
の
節
回
し
で
語
ら
れ
る
物
語
、
躍
動
的
な
舞
に
決
め
ポ
ー
ズ
。

円
通
寺
人
形
芝
居
は
、
地
域
に
暮
ら
す
人
々
の
身
近
な
娯
楽
と
し
て
、
江
戸
時
代
か
ら
長
く
親
し
ま
れ
て
い
る
。

（
鳥
取
市
）

15

立
さ
れ
、
小
学
生
が
学
校
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
芝

居
を
披
露
し
て
き
た
。
今
年
度
は
５・６
年
生
の

６
人
が
伝
承
館
に
通
い
、
稽
古
に
励
ん
で
い
る
。

ま
た
、
今
年
は
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

鳥
取
大
学
地
域
学
部
の
学
生
８
人
が
「
地
域
調

査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
授
業
の
一
環
で
円
通
寺

人
形
芝
居
を
学
ん
で
い
る
。
12
月
に
は
保
存
会

メ
ン
バ
ー
と
共
に
鳥
取
大
学
で
上
演
予
定
だ
。

担
当
教
官
の
五ご

島と
う

朋
子
教
授
は
「
伝
統
芸
能
は

そ
の
地
域
を
知
る
上
で
良
い
〝
入
り
口
〟
で
す
。

こ
の
授
業
で
学
生
た
ち
が
自
身
の
地
元
と
向
き

合
い
、
関
わ
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
」

と
話
す
。

ま
た
西
村
会
長
は
、
鳥
取
市
周
辺
の
廃
絶
し

た
人
形
座
を
調
査
・
発
表
し
、
残
さ
れ
た
人
形

の
保
存
に
も
力
を
入
れ
て
き
た
。

「
調
査
資
料
や
公
演
を
見
て
、
あ
る
い
は
ク
ラ

ブ
や
授
業
で
輪
が
広
が
り
、
興
味
を
持
ち
〝
ス

イ
ッ
チ
〟
が
入
る
人
が
現
れ
れ
ば
、
ま
た
次
へ

と
つ
な
が
り
ま
す
」
と
期
待
を
込
め
る
。

連
綿
と
受
け
継
が
れ
る
演
者
た
ち
の
思
い
と

２
０
０
年
愛
さ
れ
て
き
た
本
物
の
魅
力
が
、
き
っ

と
新
た
な
仲
間
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

円通寺人形芝居を代表する演目「三吉デコ」。「デコ」
とは人形を意味する。人形一体に対し3人で操作を行う

1

3 2

5

6

7

4

文・写真撮影／飯田 若菜

円通寺人形芝居保存会の西村一重会長
と、鳥取大学地域学部国際地域文化コー
ス五島朋子教授

円通寺人形芝居保存会
［連絡先］
☎0857-53-0713

1  舞台に勢ぞろいした表情豊かな人形たち。
小学生の子どもくらいの大きさで、一体の
重量は約８kg～10kgとかなり重い

2  3  「大黒舞」は、正月や婚礼の場で舞われて
いたご祝儀の舞。見どころは要造が黄色の
着物を脱いで橙色の着物姿になる「衣装の
早替え」だ

4  5  美しい人形の表情が一瞬で鬼のように変
化するからくりは、人形遣いが手元で操作
している

6  「円通寺デコクラブ」で芝居を披露する鳥取
市立倉田小学校の子どもたち。2025年度
は６人が参加している

7  保存会の指導の下、12月の公演に向けて稽
古に励む鳥取大学「地域調査プロジェクト」
の学生たち
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『
怪
談
』『
知
ら
れ
ぬ
日
本
の
面
影
』
な
ど
で

知
ら
れ
る
小
泉
八
雲
（
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー

ン
）。
１
８
９
０
（
明
治
23
）
年
に
来
日
し
て

か
ら
松
江
・
熊
本
・
神
戸
・
東
京
と
四
つ
の

都
市
に
暮
ら
し
、
１
９
０
４
（
明
治
37
）
年

に
没
す
る
ま
で
の
14
年
間
、
多
数
の
著
作
を

通
し
て
日
本
文
化
を
海
外
へ
広
く
伝
え
た
。

現
在
放
送
中
で
あ
る
２
０
２
５
年
度
後
期
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
『
ば
け
ば
け
』
が

妻
セ
ツ
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
こ
と
で
、
今

ま
た
注
目
さ
れ
て
い
る
。

恩
師
を
愛
す
る
教
え
子
ら
の

尽
力
に
よ
っ
て
開
館

英
語
教
師
と
し
て
松
江
に
赴
任
し
た
ハ
ー

ン
の
滞
在
は
、
１
８
９
０
年
８
月
末
か
ら
翌

年
11
月
ま
で
と
短
か
っ
た
が
、
そ
の
間
に
セ

ツ
と
出
会
っ
て
結
婚
。
後
に
三
男
一
女
に
恵

ま
れ
、
家
族
の
た
め
に
日
本
国
籍
を
取
得
し

て
「
小
泉
八
雲
」
と
名
を
改
め
て
い
る
。「
八

雲
」
は
出
雲
国
を
象
徴
す
る
言
葉
で
あ
り
、

地
域
に
伝
わ
る
伝
承
や
伝
統
文
化
な
ど
か
ら

も
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
た
松
江
の
地

は
、
彼
の
生
涯
の
中
で
も
、
大
き
な
転
機
を

迎
え
た
特
別
な
場
所
と
言
え
よ
う
。

松
江
城
の
北
側
、
塩
見
縄
手
沿
い
に
小
泉

八
雲
記
念
館
は
あ
る
。
隣
に
佇
む
武
家
屋
敷

は
小
泉
八
雲
旧
居
だ
。
こ
の
二
つ
は
、
島
根

県
尋
常
中
学
校
や
熊
本
第
五
高
等
学
校
、
東

京
帝
国
大
学
な
ど
の
教
え
子
た
ち
と
、
八
雲

に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
々
の
尽
力
に
よ
り
現
存

す
る
。
活
動
の
中
心
の
一
人
に
、
教
え
子
で

旧
居
を
所
有
し
て
い
た
根
岸
家
の
当
主
・
根

岸
磐い
わ

井い

氏
が
い
る
。
彼
は
「
八
雲
会
」
を
立

ち
上
げ
た
一
人
で
、
県
内
外
か
ら
寄
付
を

募
っ
た
。
ま
た
岸
清
一
ら
地
元
の
名
士
の
協

力
も
あ
り
、
記
念
館
は
１
９
３
４
（
昭
和
９
）

年
に
開
館
し
た
。
八
雲
の
逝
去
か
ら
わ
ず
か

30
年
後
の
こ
と
で
あ
り
、
彼
が
周
囲
か
ら
い

か
に
慕
わ
れ
て
い
た
か
が
う
か
が
え
る
。

作
品
や
価
値
観
に
共
鳴
し

海
外
か
ら
訪
れ
る
フ
ァ
ン
も

小
泉
八
雲
と
改
名
し
て
か
ら
１
２
０
年
と
な

る
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
の
が
現
在
の
記
念
館
だ
。
展
示

室
を
増
床
し
、
著
書
や
関
連
書
が
豊
富
に
並
ぶ

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
家
族
写
真
な
ど
を
紹
介
す
る

階
段
展
示
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
、
映
像

展
示
を
備
え
、
八
雲
の
生
涯
と
精
神
に
、
よ
り

深
く
触
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

文・写真撮影／松浦 啓子

松
江
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
と
し
て
訪

れ
る
人
が
多
い
が
、
近
年
は
海
外
か
ら
や
っ

て
来
る
熱
心
な
八
雲
フ
ァ
ン
も
増
え
て
い
る

そ
う
だ
。

「
ア
メ
リ
カ
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
、
台
湾
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
国
や
地
域

か
ら
お
問
い
合
わ
せ
、
ご
来
館
が
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
移
動
を
制
限
さ
れ
た
時
期
に
著

作
を
読
み
感
銘
を
受
け
た
と
い
う
方
や
、
ギ

リ
シ
ャ
や
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
な
ど
ゆ
か
り

の
地
を
訪
ね
こ
の
記
念
館
の
た
め
に
日
本
へ

や
っ
て
来
た
と
い
う
方
も
い
ま
す
」
と
語
る

の
は
学
芸
ス
タ
ッ
フ
の
小
泉
祥し
ょ
う

子こ

さ
ん
だ
。

同
館
が
最
も
伝
え
た
い
も
の
を
尋
ね
る
と

「
八
雲
の
オ
ー
プ
ン
・
マ
イ
ン
ド
」
だ
と
答

え
て
く
れ
た
。
直
訳
す
る
と
「
開
か
れ
た
精

神
」
だ
。
世
界
各
国
で
暮
ら
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
経
験
を
し
た
八
雲
の
そ
れ
は
一
言
で
は
表

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ご
当
地
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
７

（
島
根
県
松
江
市
）

最初の展示室に入ると八雲の愛用品が迎えてくれる。ここでは八雲の生涯について知ることができる

八雲の書斎の再現コーナー。高さのある机は、若くして左眼を失明、右
眼も強度の近眼であった八雲のための特注品だ

現
し
難
い
。

「
展
示
室
を
順
に
見
て
八
雲
の
足
跡
を
た
ど
れ

ば
、
き
っ
と
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま

す
」。
こ
う
小
泉
さ
ん
は
話
し
、
続
け
た
。「
八

雲
の
人
生
は
非
常
に
複
雑
で
、
多
数
の
著
作
を

残
し
て
い
ま
す
。『
怪
談
』
だ
け
の
人
物
で
は

な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」

旅
路
と
豊
か
な
多
面
性
か
ら

八
雲
の
心
に
触
れ
る

展
示
室
１
で
ま
ず
目
に
入
る
の
は
、
愛
用

品
の
ボ
ス
ト
ン
バ
ッ
グ
と
ト
ラ
ン
ク
、
来
日

当
時
に
着
て
い
た
衣
服
だ
。
こ
こ
で
は
ギ
リ

シ
ャ
で
の
誕
生
か
ら
日
本
で
過
ご
し
た
晩
年

ま
で
の
旅
路
を
追
体
験
す
る
形
で
、
八
雲
の

生
涯
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

展
示
室
２
は
小
泉
さ
ん
が
「
八
雲
の
思

考
に
触
れ
ら
れ
る
構
成
」
と
語
る
重
要
な
ス

ポ
ッ
ト
で
、
八
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
八
雲
の

魅
力
を
紹
介
し
て
い
る
。
例
え
ば
虫
を
愛
す

る
心
、
宗
教
の
理
解
の
仕
方
、
民
俗
学
者
や

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
顔
、
社
会
の
周

縁
に
い
る
人
た
ち
へ
の
ま
な
ざ
し
な
ど
、
八

雲
の
多
様
な
側
面
が
分
か
る
。
そ
の
多
面
性

は
ま
さ
に
オ
ー
プ
ン
・
マ
イ
ン
ド
の
源
で
あ

り
、
多
く
の
人
を
惹
き
つ
け
る
魅
力
だ
。「
共

感
で
き
る
と
こ
ろ
が
き
っ
と
見
つ
か
る
は
ず

で
す
よ
」
と
小
泉
さ
ん
は
微
笑
む
。
松
江
市

出
身
の
俳
優
・
佐
野
史
郎
さ
ん
の
朗
読
と
、

ギ
タ
リ
ス
ト
・
山
本
恭
司
さ
ん
の
音
楽
に
よ

る
怪
談
の
再
話
コ
ー
ナ
ー
も
必
見
だ
。

展
示
室
３
は
、
一
般
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
角
度
か
ら
八
雲
に
迫
る
企
画
展
を

開
催
す
る
エ
リ
ア
だ
。
現
在
は
「
小
泉
セ
ツ

—

ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
妻
と
し
て
生
き

て
（
第
２
期
）」
が
開
催
中
で
あ
る
（
２
０
２
６

年
９
月
６
日
ま
で
）。
セ
ツ
の
人
生
を
紹
介
し
、

夫
婦
で
交
わ
し
た
手
紙
や
、
夫
に
英
語
を
教

わ
る
際
に
作
っ
た
英
単
語
帳
、
家
計
簿
や
生

活
用
品
な
ど
を
展
示
し
て
い
る
。

「
セ
ツ
も
幼
い
頃
か
ら
オ
ー
プ
ン
・
マ
イ
ン

ド
を
持
つ
人
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
夫

婦
そ
れ
ぞ
れ
が
苦
労
の
多
い
半
生
を
経
て

か
ら
出
会
っ
て
い
る
た
め
、
互
い
に
共
感
で

き
る
部
分
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
会
う
べ
く
し
て
会
っ
た
、
そ
ん
な
二
人

の
関
係
性
を
、
展
示
を
通
し
て
知
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

展
示
を
見
た
後
は
、
ぜ
ひ
そ
の
ま
ま
小

泉
八
雲
旧
居
へ
。『
知
ら
れ
ぬ
日
本
の
面
影
』

に
も
記
さ
れ
た
庭
や
、
セ
ツ
の
回
想
録
『
思

ひ
出
の
記
』
に
登
場
す
る
蓮
池
が
今
も
そ
の

ま
ま
残
り
、
当
時
の
二
人
の
暮
ら
し
ぶ
り
を

感
じ
ら
れ
る
。
記
念
館
で
知
っ
た
夫
婦
の
絆

に
思
い
を
馳
せ
れ
ば
、
感
慨
も
ひ
と
し
お
だ
。

家族の写真が並ぶ階段展示

小
泉
八
雲
記
念
館

作
家
、
教
師
、
記
者
、
家
庭
人—

八
雲
の
豊
か
な
人
間
性
と
魅
力
を
伝
え
る

学芸企画ディレクター 小泉祥子さん
企画展などのコーディネートを担当。
八雲のひ孫で民俗学者の小泉凡さん

（現・同館館長）の妻でもある。
小泉八雲記念館
島根県松江市奥谷町322
☎0852-21-2147
https://www.hearn-museum-matsue.jp/

写真提供／小泉八雲記念館

写真提供／小泉八雲記念館

日本の怪談を世界に伝えた八雲の自筆
原稿や初版本が並ぶ

セツの手作りの英単語帳。夫婦間で
は独特の日本語「ヘルンさん言葉」
で意思疎通をした。「ヘルン」とは松
江を中心とした山陰地方での八雲の
呼び名である

ジャーナリストであった頃の
八雲が書いた新聞記事を読む
ことができる

妻セツにスポットを当てた企画展
は2026年9月6日まで開催中

隣接する国指定史跡・小泉八雲旧居。八雲お気に入
りの美しい庭は130年以上大切に保存されている

『怪談』初版本デザインの
ブックカバーと、八雲お気に入りの紙製
玩具「お化け行燈」の復刻版。いずれも
ミュージアムショップで購入できる
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地図製作：磯部 祥行

岡
山
県
の
北
西
部
、
新
見
市
に
あ
る
標
高

９
８
８・３
ｍ
の
大
佐
山
は
、
深
い
山
々
が
連

な
る
中
国
山
地
に
属
す
る
独
立
峰
で
、
天
然

記
念
物
の
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
な
ど
貴
重
な
種

も
生
息
す
る
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
山
で
あ
る
。

中
腹
の
大だ

い

日に
ち

高
原
に
は
広
大
な
草
原
が
広

が
る
。
草
地
を
抜
け
た
登
山
口
付
近
の
大
佐
山

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
で
は
、
周
辺
で
楽
し
め
る

カ
ヌ
ー
や
シ
ャ
ワ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
洞
窟
探

検
な
ど
の
予
約
が
可
能
で
、
こ
う
し
た
ア
ウ
ト

ド
ア
体
験
と
共
に
登
山
が
で
き
る
の
も
魅
力
だ
。

登
山
口
か
ら
す
ぐ
に
道
が
二
つ
に
分
か
れ

る
。
正
面
登
山
道
を
進
む
と
30
分
ほ
ど
で
パ

ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
が
現
れ
、

そ
の
ま
ま
山
頂
を
目
指
す
。

山
頂
か
ら
は
３
６
０
度
の
展
望
が
開
け
て

お
り
、
目
の
前
に
は
中
国
山
地
の
山
々
が
広

が
る
。
天
気
が
良
く
、
ち
ょ
う
ど
北
の
方
角

25

山
を
あ
る
く

《
岡
山
県
》

大
佐
山

お
お

さ

や
ま

あ
す
な
ろ
タ
ワ
ー

パラグライダー
プラットホーム

中
央
登
山
道
分
岐 南登山道

中央登山道

正面登山道

大佐山
オートキャンプ場

登
山
口

大日高原
（風の聖域）

大
佐
神
社 大日橋

新見駅・国道180号

刑部駅

津
山
駅

Ｊ
Ｒ
姫
新
線

Ｊ
Ｒ
姫
新
線

新
見
勝
山
線

小
坂
部
川

小
坂
部
川

988.3

58

新見市
岡山県

大佐山

N

32

2  大日高原は上昇気流に恵
まれるため「風の聖域」と
呼ばれ、かつてはパラグ
ライダーの聖地であった

3  大佐山周辺の自然を満喫
できる大佐山オートキャ
ンプ場

4  山頂付近で撮影された美
しい星空

4

3

2

1

秋から冬にかけての早朝、雲海が現れた日の山頂からの眺めは息を飲むほど美しい

写真提供／新見市
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に
は
大
山
が
見
え
た
。

夜
は
素
晴
ら
し
い
星
空
が
広
が
り
、
秋
か

ら
冬
に
か
け
て
の
早
朝
に
は
雲
海
が
現
れ
る

こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
さ
ぞ
絶
景
に
違
い
な

い
。
山
頂
付
近
ま
で
車
道
が
整
備
さ
れ
て
い

る
の
で
車
で
訪
れ
る
の
も
い
い
だ
ろ
う
。

帰
り
は
南
登
山
道
で
キ
ャ
ン
プ
場
を
目
指

し
て
下
山
し
た
。


